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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

国
連
に
響
く

平
和
の
鐘

﹁
戦
争
の
な
い
世
界
に
﹂
高
瀬
さ
ん

　

国
連
平
和
デ
ー︵
９
月
21
日
︶

を
記
念
し
て
、国
連
本
部
で﹁
平

和
の
鐘
﹂
を
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ

テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
と
、

第
77
代
総
会
の
チ
ャ
パ
・
ク
ー

ル
シ
議
長
が
鐘
を
突
い
た
。
式

典
に
は
、
石
兼
公
博
国
連
大
使

夫
妻
、
日
本
か
ら
来
米
し
た
高

瀬
聖
子
国
連
平
和
の
鐘
を
守
る

会
代
表
、
泊
三
夫
理
事
が
出
席

し
た
ほ
か
、
ア
ミ
ー
ナ
・
モ
ハ

メ
ッ
ド
国
連
副
事
務
総
長
、
メ

リ
ッ
サ
・
フ
レ
ミ
ン
グ
国
連
事

務
次
長
、
コ
ー
テ
ナ
リ
ー
・
ラ

ト
レ
イ
国
連
官
房
長
、
平
和
の

鐘
が
設
置
さ
れ
て
い
る
国
連
本

部
の
日
本
庭
園
の
移
築
改
修

工
事
を
手
が
け
た
造
園
家
の

阿
部
紳
一
郎
氏
が
参
列
し
た
。

２
０
２
２
年
の
国
際
平
和
デ
ー

の
テ
ー
マ
は
﹁E

nd racism

﹂

︵
人
種
差
別
を
終
わ
ら
せ
る
︶。

　

国
連
平
和
の
鐘
は
、
日
本
が

第
二
次
世
界
大
戦
後
10
年
を
経

て
１
９
５
６
年
に
国
連
加
盟
す

る
そ
の
２
年
前
に
、
宇
和
島
市

長
を
務
め
た
中
川
千
代
治
さ
ん

︵
故
人
︶
が
、
世
界
の
コ
イ
ン

を
集
め
て
日
本
で
鋳
造
し
た
鐘

を
個
人
で
国
連
に
寄
贈
し
た
も

の
で
、
現
在
、
１
９
２
か
国
が

１
か
国
に
つ
き
１
つ
寄
付
で
き

る
国
連
敷
地
内
の
公
共
建
造
物

の
中
で
も
、
本
部
正
面
前
の
日

本
庭
園
に
設
置
さ
れ
、
日
本
か

ら
の
国
連
へ
の
贈
り
物
と
し
て

大
切
に
扱
わ
れ
、
毎
年
１
度
、

国
連
平
和
デ
ー
に
歴
代
の
国
連

事
務
総
長
と
国
連
総
会
議
長
が

鐘
を
打
っ
て
い
る
恒
例
行
事
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
が
世
界
の

国
連
大
使
た
ち
に
対
し
て
平
和

を
主
導
権
を
持
っ
て
訴
え
る
絶

好
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
式

典
そ
の
も
の
は
国
連
本
部
が
主

催
す
る
が
、
毎
年
、
招
待
さ
れ

る
各
国
大
使
と
は
別
格
に
日
本

政
府
国
連
代
表
部
の
国
連
大
使

が
ホ
ス
ト
役
と
し
て
列
席
す

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
今
年
も
入
場

制
限
し
て
関
係
者
の
み
の
式
典

と
な
っ
た
。

　

高
瀬
さ
ん
は
﹁
平
和
の
鐘
の

式
典
に
毎
年
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
世
界
の
平
和
を
祈
っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
世
界
が
不

安
定
な
状
態
に
な
っ
て
い
て
各

地
で
ぶ
つ
か
り
合
い
が
起
こ
っ

て
い
て
切
な
く
な
る
が
、
そ
れ

で
も
諦
め
な
い
で
鐘
を
打
ち
ま

す
し
、
平
和
を
祈
り
た
い
と
い

思
い
ま
す
﹂
と
話
し
て
い
る
。

平
和
の
鐘
を
守
る
会
は
、
国
連

の
民
間
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
、
鐘
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
を
世
界
各
国
に
寄
贈
す

る
活
動
を
続
け
て
い
る
。
国
連

の
平
和
の
鐘
は
、
１
９
７
０
年

の
大
阪
万
博
の
国
連
館
で
も

姉
妹
鐘
が
展
示
さ
れ
て
お
り

２
０
２
５
年
に
開
催
さ
れ
る
大

阪
万
博
で
も
平
和
の
象
徴
と
し

て
大
役
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
世
界
平
和
デ
ー
を
記
念
し

て
国
連
平
和
の
鐘
を
打
つ
グ

テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長

︵
写
真
上
、U

N
 Photo/M

ark 

G
arten

︶
と
式
典
後
に
挨
拶

を
交
わ
す
高
瀬
聖
子
国
連
平

和
の
鐘
を
守
会
代
表
︵
写
真

提
供
・
国
連
代
表
部
︶

す
で
に
紅
葉
が
進
ん
で
い
る
の

は
ア
デ
ィ
ロ
ン
ダ
ッ
ク
山
地
、

サ
ウ
ザ
ン
ド
諸
島
、
キ
ャ
ッ
ツ

キ
ル
山
地
、
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
、

フ
ィ
ン
ガ
ー
・
レ
イ
ク
ス
、
シ

ャ
ト
ー
ク
ア
〜
ア
レ
ゲ
ニ
ー
、

ナ
イ
ア
ガ
ラ
、
ハ
ド
ソ
ン
・
バ

レ
ー
な
ど
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
北
西
に

車
で
５
時
間
の
ハ
ー
キ
マ
ー
郡

オ
ー
ル
ド
・
フ
ォ
ー
ジ
で
は
、

す
で
に
30
％
が
紅
葉
し
て
い
る

と
い
う
。
同
サ
イ
ト
は
、
同
州

の
紅
葉
の
変
化
の
詳
細
を
地
図

で
示
し
、
絶
景
、
立
ち
寄
り
ス

ポ
ッ
ト
も
紹
介
し
て
い
る
。
秋

の
足
音
は
今
年
は
例
年
よ
り
も

早
く
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
観
光
局

は

今

秋

も
、

公

式

サ

イ

ト

︵iloveny.com

︶
で
最
新
の

紅
葉
情
報
を
伝
え
て
い
る
。 

　

14
日
時
点
で
﹁
北
部
で
は
夏

の
緑
の
季
節
を
越
え
、
複
数
の

地
域
で
落
ち
着
い
た
赤
、
オ
レ

ン
ジ
、
黄
色
の
色
づ
き
が
確
認

さ
れ
て
い
る
﹂と
伝
え
て
い
る
。

紅
葉
前
線
た
だ
今
南
下
中

Ｎ
Ｙ
州
観
光
局
が
最
新
情
報
を
発
信

https://www.restaurantnippon.com/
http://shinbashi72.com/
https://nipponexpressusa.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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鮪
ス
テ
ー
キ

じ
ゃ
が
芋
と
み
ょ
う
が
の
加
減
酢

海
鮮
煮
麺

　

日
本
で
漁
場
や
市
場
で
選
び

抜
い
た
旬
の
鮮
魚
を
店
舗
の

職
人
が
豪
快
に
捌
き
、
丁
寧

に
調
理
す
る
こ
と
で
有
名
な

W
O

K
U

N
I

。
今
回
は
そ
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
直
営
店
で
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
シ
ェ
フ
と
し
て
腕
を

振
る
う
仲
野
英
文
さ
ん
︵
42
︶

に
﹁
魚
屋
が
お
す
す
め
す
る
家

庭
料
理
﹂
と
し
て
、海
鮮
煮
麺
、

じ
ゃ
が
芋
加
減
酢
、
そ
し
て
本

家
の
鮪
を
使
っ
た
ス
テ
ー
キ
の

３
品
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
仲
野
さ
ん
は
、
神
奈
川
県

奥
湯
河
原
の
老
舗
料
亭
旅
館
、

﹁
山
翠
楼
﹂
で
京
風
湯
葉
懐
石

を
10
年
間
学
び
、
そ
の
後
、
東

京
一
番
フ
ー
ズ
に
入
社
。

魚
屋
が
お
す
す
め
す
る
家
庭
料
理

WOKUNI
327 Lexington Ave.

New York, NY 10016
電話： (212) 447-1212

営業時間
月曜〜水曜と日曜

11:30~14:45  17:00~20:45
金曜・土曜　11:30~14:45

17:00~21:45
wokuninyc.com

食材

刺身用鮪 ....................... １００ｇ

合わせタレ
味醂 .................................... 60 ㏄
濃口醤油 ............................. 20 ㏄
おろし生姜 ...............................5g
塩・胡椒・小麦粉 ................ 少々
サラダ油 ....................大さじ２杯
付け合わせサラダ

食材

じゃが芋 ............................... 1 個
みょうが ............................... 1 個
絹さや .................................. 少々
ライム .................................. 半分

加減酢
鰹出汁 ............................... 300 ㏄
薄口醤油 ............................. 30 ㏄
味醂 .................................... 30 ㏄
米酢 .................................... 10 ㏄

食材

そうめん .................. １束
海老　 ...................... ２匹
白身魚 ...................２切れ
貝類、わかめ、ねぎ

温麺出汁
出汁 ...................... 260 ㏄
薄口醤油 ................. 20 ㏄
味醂 ........................ 20 ㏄

手
順

1
鮪
に
塩
、
胡
椒
を
し
て
小
麦

粉
を
全
面
に
ま
ぶ
す
。

2
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
た
フ
ラ
イ

パ
ン
を
中
火
で
温
め
、
フ
ラ
イ

パ
ン
の
温
度
が
上
が
っ
た
ら
、

鮪
を
入
れ
全
面
を
軽
め
に
焼

く
。

３
フ
ラ
イ
パ
ン
か
ら
鮪
を
取
り

出
し
、
6
等
分
ぐ
ら
い
に
カ
ッ

ト
す
る
。

４
使
用
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
は
洗

い
、
水
気
を
取
り
、
合
わ
せ
タ

レ
と
カ
ッ
ト
し
た
鮪
を
ブ
ロ
ッ

ク
の
状
態
で
入
れ
中
火
で
加
熱

手
順

1
出
汁
、
薄
口
醤
油
、
味
醂
、

米
酢
、
ラ
イ
ム
の
果
汁
を
合
わ

せ
加
減
酢
を
作
る
。

2
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
千
切
り
に
し

水
で
良
く
洗
い
ア
ク
を
取
る
。

３
じ
ゃ
が
芋
が
浸
る
程
度
の
水

と
鍋
に
入
れ
、
火
を
つ
け
て
沸

騰
さ
せ
る
。
途
中
じ
ゃ
が
芋
を

か
き
混
ぜ
、
沸
騰
し
た
ら
ザ
ル

に
あ
げ
良
く
水
で
さ
ら
し
て
冷

ま
す
。

４
じ
ゃ
が
芋
を
ザ
ル
か
ら
取
り

出
し
、
し
ぼ
り
な
が
ら
水
気
を

切
り
容
器
に
入
れ
、
み
ょ
う
が

と
色
ど
り
用
の
湯
が
い
た
絹
さ

や
を
加
減
酢
を
入
れ
混
ぜ
あ
わ

せ
、
5
分
程
度
浸
け
て
か
ら
味

見
を
し
、
酸
味
の
調
整
で
ラ
イ

ム
か
米
酢
を
加
え
、
盛
り
付
け

る
。

手
順

1
出
汁
、
薄
口
醤
油
、
味
醂
を

鍋
に
入
れ
沸
騰
さ
せ
、
温
麺
出

汁
を
作
る
。

2
沸
い
た
そ
う
め
ん
出
汁
に
、

海
老
、
魚
、
貝
類
な
ど
の
具
材

を
入
れ
ア
ク
を
取
り
な
が
ら
火

を
通
す
。

３
具
材
に
火
が
通
っ
た
ら
、
別

の
鍋
で
そ
う
め
ん
を
固
め
に
湯

が
く
。

４
そ
う
め
ん
を
ザ
ル
に
あ
げ
、

湯
切
り
を
し
器
に
盛
り
温
麺
出

汁
と
全
て
の
具
材
を
盛
り
付
け

る
。

す
る
。

５
タ
レ
を
沸
騰
さ
せ
て
煮
詰
め

て
い
る
時
に
、
鮪
に
タ
レ
を
絡

ま
せ
る
。
火
の
入
れ
具
合
は
こ

こ
で
調
整
す
る
。

６
好
み
の
焼
き
加
減
に
な
っ
た

ら
、
器
に
鮪
の
切
り
口
を
見
せ

る
よ
う
に
盛
り
付
け
る
。

1

2345

https://www.korin.com/korin-sharpening-service
https://kikkomanusa.com/
wokuninyc.com
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 日本クラブからのお知らせ
■ 2022 年オープン親睦ゴルフ大会 

 「日本クラブ ゴルフ部委員長杯」

 

【開催日時】 10 月 15 日（土） ティーオフ 1:00 PM
 【場所】 ハワース・カントリークラブ （Haworth, NJ）
 【参加資格】 日本クラブ登録会員とファミリー会員、

および日本クラブ債保有会社の社員とそのゲストの
方。男女出場可（但し、ゲストは上位 3 位までと
ベストグロスの入賞はご遠慮いただきます）。また、
ハワース会員の方は日本クラブの会員でなくても参
加可。

 【参加費】 $160（ハワース会員 $80）、グリーン
フィー、カートフィー、お食事代と１ドリンク込み

 【競技方法】 新ペリエ（W ペリエ）方式の個人戦
 【詳細・お申し込み】 www.nipponclub.org
  （EVENTS のページ）
 日本クラブの親睦ゴルフ大会を今年 3 年ぶりに再

開、今シーズン 2 回目の大会を 10 月 15 日（土）
に NJ のハワース・カントリークラブで開催し
ます。男女共に参加可、ゴルフのレベルを問わ
ないハンディキャップ戦です。お問い合わせは 
info@nipponclub.org まで。

■日本クラブ カルチャー講座 

 2022 年秋期 受講生募集中！ 
 

茶道、いけばな、日本舞踊、ペン字、ブリッジ、ア
ロマ、アクセサリーなど、対面で行うインパーソン・
クラスが多数開始いたします。また、和菓子づく
り、瞑想、ヨガなど、ご自宅からお気軽にご参加い
ただけるオンライン・クラスも開講します。詳細は 
www.nipponclub.org/culture ま た は 212-581-2223
まで。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

　

高
知
県
を
拠
点
に
日
本
や
世

界
の
各
地
で
も
活
動
す
る
書
道

家
、
北
古
味
可
葉
︵
き
た
こ
み
・

か
よ
う
︶
は
、
日
本
ク
ラ
ブ
７

階
の
日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
15
日

か
ら
21
日
ま
で
、
﹁
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｒ

Ｕ
│
昨
日
で
も

な
い
、
明
日
で

も
な
く
、
い
ま

の
今
を
生
き
る

│
﹂
と
題
し
た 

Ｎ
Ｙ
墨
展
を
開

催
し
た
。
同
展

は
コ
ロ
ナ
禍
で

昨
年
予
定
さ
れ

て
い
た
も
の
が

幾
度
の
延
期
を
経
て
今
回
よ
う

や
く
実
現
さ
れ
た
も
の
。

　

会
場
に
は
、
壁
一
面
に
貼
り

出
さ
れ
た
巨
大
な
作
品
か
ら
、

小
さ
な
作
品
ま
で
、﹁
生
﹂
と

い
う
文
字
な
ど
を
使
っ
た
数
々

の
書
が
展
示
さ
れ
、
ど
の
作
品

に
も
生
き
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
力
強
く
み
な
ぎ
っ
て
い

た
。
15
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

北
古
味
氏
が
多
く
の
来
場
者
の

前
で
、﹁
生
﹂﹁
喜
﹂
と
い
っ
た

文
字
が
輪
に
な
っ
た
作
品
の
書

を
即
興
で
披
露
し
、
喝
さ
い
を

浴
び
て
い
た
。ま
た
会
場
で
は
、

数
種
類
の
高
知
の
地
酒
も
振
舞

わ
れ
、
地
元
で
あ
る
高
知
愛
も

溢
れ
て
い
た
。

　

北
古
味
氏
は
﹁
誰
も
想
像
し

な
か
っ
た
コ
ロ
ナ
と
の
共
生
の

時
代
に
、
新
た
な
明
日
へ
の
幕

開
け
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
人
々

の
繋
が
り
の
お
陰
で
Ｎ
Ｙ
展
が

開
催
で
き
て
嬉
し
い
。
ま
る
で

高
知
に
い
る
か
の
よ
う
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
の
厚

意
に
触
れ
、﹃
い
つ
も
は
じ
ま

り
！
﹄
と
い
う
気
持
ち
だ
﹂
と

感
謝
を
述
べ
た
。

︵
本
紙
・
久
松
茂
、
写
真
も
︶

北古味可葉の墨展
「生きる」を力強く表現

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス
ト
リ
ー

ト
フ
ー
ド
で
大
人
気
の
日
本
の

た
こ
焼
き
や
お
好
み
焼
き
、
焼

き
そ
ば
が
出
店
す
る
第
66
回
ジ

ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
が
17
、
18
の
両

日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
チ
ェ
ル

シ
ー
で
開
催
さ
れ
、﹁
粉
も
ん
﹂

キ
ン
グ
を
決
め
る
入
場
者
投
票

で
、イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の﹁
Ｄ

Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
﹂
の
た
こ
焼

き
が
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得

し
た
。
２
位
は
同
じ
く
た
こ
焼

き
の
カ
ー
ル
ス
ボ
ー
ル
、
３
位

は
、
焼
き
そ
ば
の
レ
ゾ
ボ
ッ
ク

ス
だ
っ
た
。
優
勝
し
た
﹁
Ｄ
Ｏ

Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
﹂
の
高
木
伸
之

輔
さ
ん
︵
41
︶
は
﹁
７
０
０
食

以
上
が
売
れ
て
、
大
人
気
で
し

た
﹂と
笑
顔
で
喜
び
を
語
っ
た
。

１
位
と
２
位
を
﹁
た
こ
焼
き
﹂

が
占
め
、
３
位
に
焼
き
そ
ば
が

入
っ
た
。
お
好
み
焼
き
は
上
位

入
賞
を
逃
し
た
。
今
回
は
出
店

６
店
を
含
む
34
の
出
店
が
６
番

街
の
24
丁
目
と
25
丁
目
を
埋

め
、
身
動
き
で
き
な
い
ほ
ど
の

大
混
雑
と
な
っ
た
。
主
催
し
た

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
の
ド
ラ
ゴ
ン

山
本
さ
ん
︵
37
︶
は
６
年
間
こ

の
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
を
開
催
し

て
い
る
が
﹁
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

後
の
３
年
ぶ
り
の
粉
も
ん
開
催

だ
っ
た
の
で
、
過
去
66
回
の
中

で
最
高
の
人
気
だ
っ
た
﹂
と
話

し
た
。
10
月
８
、
９
日
は
第
67

回
68
回
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
が
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開
催
さ
れ
る
。

日
本
か
ら
も
２
店
の
ラ
ー
メ
ン

店
が
出
店
。
投
票
に
よ
っ
て
Ｎ

Ｙ
の
麺
王
が
誕
生
す
る
。
ま
た

投
票
し
た
人
に
は
豪
華
景
品
が

当
た
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

粉もんキング

優勝は
DOKODEMO
ジャパンフェスNYで

◁優勝した DOKODEMO（中央）、２位カールス
ボール（右）、３位レゾボックス（左）

https://tawaramart.com/
https://www.myhappytummyclub.com/
http://jmart-usa.com/en/
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://www.hondag.com
tel:2019438003
https://chikenglobal.com/
http://www.nipponclub.org
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org/culture
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 

　
本
紙
で
数
回
Ｐ—

３
ビ
ザ
と

い
う
個
人
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
両

方
に
適
用
さ
れ
る
ビ
ザ
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。
他
の
ビ
ザ

と
異
な
り
、
固
有
の
文
化
を
伝

え
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
で

す
。
数
年
前
ま
で
は
お
琴
、
三

味
線
、
日
本
舞
踊
家
、
茶
道
家
、

寿
司
職
人
と
か
伝
統
的
な
文
化

を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
Ｐ

—

３
ビ
ザ
は
比
較
的
容
易
に
取

得
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
３
年
前
ご
ろ
か
ら
、
ア
メ

リ
カ
の
移
民
局
は
、
独
自
と
い

う
解
釈
を
伝
統
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
Ｐ—

３
ビ
ザ
取
得
者

の
芸
術
分
野
が
ユ
ニ
ー
ク
な
文

化
的
な
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に

演
者
が
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
そ

の
芸
術
分
野
を
新
た
に
発
展
さ

せ
る
と
い
う
目
的
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
新
た
な
見
解

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ゆ
え
に
以
前
は
該
当
し

な
い
と
思
わ
れ
た
ア
ニ
メ
を
題

材
に
し
た
2
・
5
次
元
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
、
ジ
ャ
ズ
や
ブ
ル
ー

ス
を
日
本
的
な
解
釈
で
語
る
人

な
ど
も
こ
の
Ｐ—

３
を
申
請
し

て
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ニ

メ
が
な
ぜ
固
有
の
文
化
？ 

ジ

ャ
ズ
や
ブ
ル
ー
ス
は
ア
メ
リ
カ

の
音
楽
で
は
？ 

日
本
人
な
ら

ば
日
本
の
文
化
を
紹
介
す
る
の

で
は
な
い
か
？ 

と
疑
問
を
持

た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

日
本
の
ア
ニ
メ
が
独
自
の
文
化

で
あ
り
そ
れ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
す
る
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

の
音
楽
を
日
本
に
広
め
る
リ
ポ

ー
タ
ー
、
つ
ま
り
輸
入
文
化
解

説
者
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
そ
の
反
対
に
、
寿
司
職
人

な
ど
は
単
に
ア
メ
リ
カ
に
伝
統

を
伝
え
る
だ
け
、
ア
メ
リ
カ
人

で
も
寿
司
は
握
れ
る
と
し
て
、

Ｐ—

３
ビ
ザ
を
認
め
な
い
と
い

う
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｐ—

３
ビ
ザ
を
取
得
す
る
に

は
、
ア
メ
リ
カ
で
受
け
入
れ
る

申
請
者
が
あ
る
こ
と
。
そ
し
て

ま
ず
次
の
５
種
類
の
書
類
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

︵
１
︶
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
日

付
や
場
所
を
記
載
し
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
︵
２
︶
申
請
者
と
ビ
ザ

取
得
者
の
間
で
交
わ
し
た
契
約

書
︵
３
︶
該
当
す
る
芸
術
分
野

で
の
専
門
家
ま
た
は
他
の
人
た

ち
か
ら
ビ
ザ
申
請
者
が
そ
の
ア

ー
ト
の
分
野
で
十
分
な
技
能
を

有
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
状
︵
４
︶
ビ
ザ
申
請
者
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
文
化
的
な
視

点
か
ら
み
て
固
有
な
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
を
証
明
す
る
た
め
の

新
聞
、
雑
誌
な
ど
メ
デ
ィ
ア
に

掲
載
さ
れ
た
記
事
︵
５
︶
ア
メ

リ
カ
で
の
予
定
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
文
化
的
に
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の

で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
演
者
が

そ
の
芸
術
分
野
を
ア
メ
リ
カ
に

お
い
て
発
展
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る

書
状
ま
た
は
書
面
。

　
こ
の
他
に
芸
術
分
野
に
よ
っ

て
は
、
移
民
局
に
申
請
す
る
前

に
、
同
業
者
の
団
体
や
労
働
組

合
に
ビ
ザ
申
請
書
類
を
提
出

し
、
Ｐ—

３
ビ
ザ
取
得
に
関
し

て
異
議
が
な
い
と
い
う
意
見
書

を
入
手
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
Ｐ—

３
ビ
ザ
は
、
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
予
定
の
期
間
の
み
で
す

が
、
最
長
１
年
間
の
ビ
ザ
を
取

得
で
き
ま
す
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
１
年
以

上
続
く
場
合
は
、
ま
た
１
年
延

長
可
能
で
す
。

　
ま
た
Ｐ—

３
ビ
ザ
保
持
者
の

補
助
を
す
る
人
た
ち
は
、
サ
ポ

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
Ｐ—

３

ビ
ザ
Ｓ
ビ
ザ
を
申
請
し
て
取
得

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
た
だ

し
、
Ｐ—

３
ビ
ザ
を
申
請
す
る

人
と
少
な
く
と
も
１
年
は
一
緒

に
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
証
明

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。︵
加

藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁

護
士
︶

Ｐ—

３
ビ
ザ
と
固
有
の
文
化

林
外
相
は
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
キ

岸
田
首
相
が
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
に

　
岸
田
総
理
夫
人
は
20
日
午
後

３
時
、
石
兼
国
連
大
使
夫
人
と

共
に
ハ
ン
タ
ー
大
学
を
訪
問

し
、
同
大
で
日
本
語
を
学
ぶ
学

生
た
ち
の
授
業
を
視
察
し
た
。

同
大
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立

大
︵
Ｃ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
︶
の
中
で
も
日

本
語
、
日
本
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
履
修
し
て
い
る
生
徒
が
毎
学

期
４
０
０
人
か
ら
５
０
０
人
も

い
る
ほ
ど
、
日
本
に
関
連
す
る

教
育
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
今
回
、
総
理
夫
人

は
、
そ
ん
な
学
生
た
ち
や
、
彼

ら
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
員
、
ス

タ
ッ
フ
、
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ラ

ブ
学
長
ら
と
交
流
の
機
会
を
持

っ
た
。

　
同
大
学
日
本
語
ク
ラ
ブ
会
長

の
イ
ン
ド
出
身
の
マ
リ
ア
ム
・

バ
ン
さ
ん
︵
21
︶
が
歓
迎
の
挨

拶
を
し
た
。
子
供
の
頃
、
兄
弟

と
見
た
ド
ラ
え
も
ん
は
イ
ン
ド

語
で
話
し
て
い
た
が
、
日
本
家

屋
や
公
園
、
美
味
し
そ
う
な
和

食
を
見
て
日
本
文
化
を
愛
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
高
校
で

日
本
語
の
ク
ラ
ス
を
受
け
て
４

年
間
勉
強
し
、
大
学
に
入
学
し

て
か
ら
も
日
本
語
の
勉
強
を
続

け
た
こ
と
な
ど
、
日
本
語
に
興

味
を
持
っ
た
経
緯
を
説
明
し

た
。

　
こ
の
あ
と
、
同
大
学
の
小
渕

麻
菜
教
授
に
よ
る
日
本
語
の
授

業
が
行
わ
れ
、
続
い
て
学
生
た

ち
手
作
り
の
紙
芝
居
を
鑑
賞
し

た
。
総
理
夫
人
は
﹁
私
の
名
前

は
岸
田
裕
子
で
す
。
日
本
語
を

一
生
懸
命
に
学
ん
で
く
だ
さ
る

姿
を
見
て
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
し
た
。
ま
た
浴
衣
を
着
て
流

暢
な
日
本
語
で
見
せ
て
い
た
だ

い
た
紙
芝
居
も
と
て
も
素
晴
ら

し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

日
本
語
、日
本
文
化
を
学
ん
で
、

い
つ
か
日
本
に
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
ま
た
お
会
い
で

き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
﹂
と
激
励
の
言
葉
と
今
後
の

益
々
の
充
実
と
サ
ポ
ー
ト
、
そ

し
て
日
本
語
、
日
本
文
化
に
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
へ

の
感
謝
を
学
生
た
ち
に
伝
え

た
。

　
ま
た
、
岸
田
首
相
は
、
同
日

Ｎ
Ｙ
に
到
着
し
て
す
ぐ
市
内
の

﹁
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
﹂
へ
直
行
。

そ
こ
で
ト
ラ
ス
英
国
首
相
を
日

本
食
に
招
待
す
る
形
で
の
初
会

談
を
行
っ
た
。
同
レ
ス
ト
ラ
ン

は
外
相
時
代
に
も
来
た
こ
と
が

あ
り
今
回
が
２
度
目
の
来
店
と

あ
っ
て
帰
り
際
に
木
下
直
樹
Ｃ

Ｅ
Ｏ
や
東
亨
総
料
理
長
、
福
本

美
浩
料
理
長
に
労
い
の
言
葉
を

か
け
快
く
写
真
に
収
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
19
日
に
予
定
通
り
Ｎ

Ｙ
入
り
し
た
林
芳
正
外
務
大
臣

は
エ
ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
キ
で

ラ
ン
チ
を
楽
し
ん
だ
。
岸
田
文

雄
総
理
も
同
日
夜
エ
ン
パ
イ

ア
・
ス
テ
ー
キ
に
夕
食
に
来
る

予
定
だ
っ
た
が
、
台
風
14
号
の

影
響
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
入
り
が

１
日
遅
れ
た
。
同
店
の
日
本
出

店
を
手
が
け
た
不
動
産
会
社
社

長
の
大
坪
賢
次
さ
ん
に
よ
る

と
、
林
外
相
は
東
京
六
本
木
の

エ
ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
キ
に
は

よ
く
行
っ
て
い
る
と
オ
ー
ナ
ー

の
ジ
ェ
フ
・
シ
ナ
ナ
ジ
さ
ん
に

話
し
て
歓
迎
を
受
け
、
帰
り
際

に
快
く
記
念
撮
影
に
応
じ
た
。

学生たちと記念撮影する（２列目正面の３人）左からラブ学長、石兼国連大使夫人、総理夫人（写真・三浦良一）

日本語で紙芝居を披露する学生

レ
ス
ト
ラ
ン
日
本
で
記
念
撮
影
に
応
じ
る
岸
田
首
相
。
左

か
ら
東
総
料
理
長
、
福
本
料
理
長
、
木
下
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︵
右
端
︶

エ
ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
キ
で
記
念
写
真
に
応
じ
る
林
外
相

︵
中
央
︶。
左
は
大
坪
社
長
、
右
端
は
シ
ナ
ナ
ジ
・
オ
ー
ナ
ー

総理夫人、日本語
学ぶ大学生を激励
ハンターカレッジ訪問

mailto:jimukyoku@ny-ichokai.org
https://www.naturalhealingartists.com/
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
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難民少女人形アマル

　

国
連
総
会
へ
の
出
席
の
た
め

世
界
の
リ
ー
ダ
ー
や
高
官
、
Ｖ

Ｉ
Ｐ
が
Ｊ
Ｆ
Ｋ
国
際
空
港
に
到

着
す
る
な
か
、
10
歳
の
シ
リ
ア

難
民
の
少
女
を
か
た
ど
っ
た
高

さ
３
メ
ー
ト
ル
の
人
形
﹁
リ
ト

ル
・
ア
マ
ル
﹂
が
14
日
、
第
４

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
登
場
し
、
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
・
オ
ペ
ラ
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
子
供
合
唱
団
か
ら

セ
レ
ナ
ー
デ
歌
曲
で
歓
迎
を
受

け
た
。
こ
の
人
形
は
﹁
サ
ミ
ル

お
じ
さ
ん
﹂
を
探
す
た
め
、
17

日
間
に
わ
た
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
５
つ
の
区
を
巡
る
旅
に
出

る
。
リ
ト
ル
・
ア
マ
ル
の
旅
は

ク
イ
ー
ン
ズ
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
芸

術
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
始
ま

り
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
、
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
、
グ
ラ
ン
ド

セ
ン
ト
ラ
ル
駅
、
Ｎ
Ｙ
公
立
図

書
館
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
、
市

庁
舎
、
コ
ニ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド

な
ど
に
登
場
す
る
。
エ
リ
ッ

ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長
は
声

明
で
﹁
リ
ト
ル
・
ア
マ
ル
が
象

徴
す
る
も
の
は
す
べ
て
Ｎ
Ｙ
市

が
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼

女
を
移
民
の
国
際
都
市
に
迎
え

た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
﹂
と
述

べ
た
。
Ｎ
Ｙ
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.w

alk
w

ith
am

al.
org/events/

を
参
照
す
る
。

　

リ
ト
ル
・
ア
マ
ル
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
12
か

国
を
５
０
０
０
マ
イ
ル
移
動

し
、
安
全
を
求
め
て
世
界
を
さ

ま
よ
う
１
億
人
の
難
民
の
た
め

に
歩
い
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
に
到
着

17
日
間
市
内
を
歩
く

　

メ

ト

ロ

ポ

リ

タ

ン

交

通

局
︵

Ｍ

Ｔ

Ａ

︶

は

15

日
、

２

０

２

０

年

３

月

に

C
O

V
ID

-19

の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
発
生
が
始
ま
っ
て
以
来
最
高

と
な
る
３
７
０
万
人
が
地
下
鉄

を
利
用
し
た
と
発
表
し
た
。
乗

車
率
は
昨
年
に
比
べ
て
30
％
上

昇
し
た
が
、
19
年
の
数
字
か
ら

は
37
％
減
少
し
た
ま
ま
だ
っ

た
。
ま
た
バ
ス
の
乗
客
は
約

１
５
０
万
人
を
記
録
。
Ｍ
Ｔ
Ａ

は
同
日
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル

駅
に
て
、
乗
車
率
が
急
増
し
た

こ
と
を
祝
う
会
を
開
い
た
。
Ｍ

Ｔ
Ａ
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ヤ
ン

ノ
・
リ
ー
バ
ー
氏
は
﹁
乗
客
数

は
実
際
に
急
増
し
て
い
る
。
こ

れ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
力
強
く

回
復
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ

だ
﹂
と
述
べ
た
。
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
鉄
道
は
20
万
人
以
上
、

メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
は
18
万
人
以
上

と
記
録
を
更
新
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
パ

ラ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
ア
ク
セ
ス
・
ア
・
ラ
イ
ド

も
２
万
８
０
０
０
回
と
な
り
、

C
O

V
ID

以
前
の
86
％
の
回
数

で
最
高
を
記
録
し
た
。
利
用
者

数
の
増
加
は
、
レ
イ
バ
ー
デ
ー

後
に
学
生
や
会
社
員
が
戻
っ
て

き
た
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ

る
。

地
下
鉄
利
用
客

１
日
３
７
０
万
人
突
破

　

ブ
ロ
ン
ク
ス
の
地
下
鉄
駅
で

12
日
早
朝
、
警
察
か
ら
追
わ
れ

た
少
年
が
線
路
に
転
落
、
給
電

用
レ
ー
ル
に
接
触
し
て
感
電
死

す
る
事
件
が
あ
っ
た
。
少
年
は

地
下
鉄
２
番
線
に
仲
間
３
人
と

乗
っ
て
盗
み
を
企
て
た
が
、
乗

客
が
通
報
。
駆
け
付
け
た
警
官

が
少
年
ら
を
追
跡
し
、
逃
走
を

続
け
た
少
年
は
同
駅
で
５
番
線

に
乗
り
換
え
た
が
、
車
両
間
を

飛
び
越
え
た
際
に
線
路
に
落

下
。
高
圧
電
気
が
流
れ
る
レ
ー

ル
に
接
触
し
、
死
亡
し
た
。

逃
走
中
の
少
年

地
下
鉄
線
路
で
感
電
死

　

カ
ナ
ダ
在
住
の
元
被
爆
者
で

反
核
運
動
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、
サ

ー
ロ
ー
節
子
の
人
生
を
た
ど
る

２
０
１
９
年
製
作
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
﹁
ヒ
ロ
シ
マ
へ

の
誓
い
﹂の
上
映
会
が
19
日
夕
、

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
開
催
さ
れ
多

く
の
入
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

サ
ー
ロ
ー
節
子
の
不
屈
の
人
生

と
被
爆
二
世
で
本
作
品
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
竹
内
道
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
が
絡

み
合
っ
て
進
行
、
２
０
１
７
年

の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
受
賞

ス
ピ
ー
チ
を
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
と
す
る
同
映
画
は
こ
れ
ま

で
、
日
本
全
国
40
か
所
以
上
の

劇
場
で
公
開
さ
れ
た
ほ
か
、
有

料
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
サ
イ
ト

W
O

W
W

O
W

で
も
放
送
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
上
映
は
こ
の

日
が
初
と
な
っ
た
。

　

上
映
後
に
は
竹
内
と
監
督
の

ス
ー
ザ
ン
・
ス
ト
リ
ッ
ク
ラ
ー

に
よ
る
質
疑
応
答
も
開
催
。
映

画
製
作
の
経
緯
と
と
も
に
、
被

曝
し
た
竹
内
の
祖
父
や
入
市
被

曝
し
た
母
が
被
曝
体
験
を
語
ら

な
か
っ
た
理
由
な
ど
が
明
か
さ

れ
た
。
来
場
者
か
ら
は
﹁
核
の

恐
ろ
し
さ
を
次
の
世
代
に
教
え

る
た
め
に
、
こ
の
映
画
を
も
っ

と
上
映
し
て
ほ
し
い
﹂
と
の
声

が
上
が
っ
た
。

質疑応答に答える竹内さん（右）とストリックラー監督

反核運動、次の世代にも

「ヒロシマへの誓い」NY 初上映
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https://michaeldunnlaw.com
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 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680
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生花の実演
ブロンクスのNY植物園で

10月６日に開催
　

生
け
花
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
Ｎ
Ｙ
は
10
月
６
日
︵
木
︶

午
前
11
時
か
ら
午
後
１
時
ま

で
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
に
あ
る
Ｎ
Ｙ

植

物

園
︵2900 Southern 

B
lvd

︶
の
ロ
ス
・
レ
ク
チ
ャ

ー
ホ
ー
ル
に
て
、
同
植
物
園
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
と

な
る
、
池
坊
流
派
華
道
家
・
ジ

ョ
セ
フ
・
ラ
ム
教
授
に
よ
る
生

け
花
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
と
展
示
が
行
わ
れ
る
。
入

場
料
は
一
般
35
ド
ル
、
生
け

花
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｎ

Ｙ
ま
た
は
Ｎ
Ｙ
植
物
園
の
会

員
は
29
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
購

入

はhttps://Ikebanany_
N

Y
B

G
_dem

o.eventbrite.
com

か
ら
。
10
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
チ
ケ
ッ
ト
︵
29
ド
ル
︶

の
購
入
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

ikebanan
y

.org

︵D
ebbie 

K
opinski

︶
ま
で
。

　

国
際
交
流
基
金
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー

は
、
26
日
︵
月
︶
午
後
３
時

か
ら
紀
伊
國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ
本

店
︵
６
番
街
１
０
７
３
番
地
、

41
丁
目
︶
に
て
、
児
童
文
学

作
家
の
柏
葉
幸
子
氏
を
招
い

た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
。
受
賞
作
﹃
帰
命
寺
横

丁
の
夏
﹄
に
つ
い
て
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
す

る
日
本
文
学
翻
訳
者
の
リ

サ
・
ホ
フ
マ
ン-

ク
ロ
ダ
氏

と
と
も
に
話
し
を
す
る
。
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
後
は
質
疑

応
答
、
購
入
者
限
定
の
サ
イ

ン
会
も
予
定
し
て
い
る
。
イ

ベ
ン
ト
は
無
料
、
先
着
順
。

　

柏
葉
さ
ん
は
１
９
５
３
年

岩
手
県
生
ま
れ
で
、
こ
れ
ま

で
に
１
０
０
冊
以
上
の
児
童

文
学
作
品
を
発
表
し
て
い

る
。
75
年
﹃
霧
の
む
こ
う
の

ふ
し
ぎ
な
町
霧
に
ぬ
れ
た
不

思
議
な
村
﹄︵
ク
リ
ス
ト
フ

ァ
ー
・
ホ
ー
ム
ズ
訳
、
87

年
︶
で
日
本
児
童
文
学
者
協

会
新
人
賞
受
賞
。
小
説
﹃
地

下
室
か
ら
の
不
思
議
な
旅
﹄

︵
88
年
︶
は
﹃
バ
ー
ス
デ
ー
・

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
﹄
と
し
て

２
０
１
９
年
に
ア
ニ
メ
映
画

化
、
小
説
﹃
岬
の
マ
ヨ
イ
ガ
﹄

も
21
年
に
ア
ニ
メ
映
画
化
さ

れ
て
い
る
。﹃
帰
命
寺
横
丁

の
夏
﹄
は
米
国
で
初
め
て
英

訳
さ
れ
た
小
説
作
品
で
、
22

年
に
バ
チ
ェ
ル
ダ
ー
賞
を
受

賞
し
た
。
岩
手
県
盛
岡
市
在

住
。

国
際
交
流
基
金
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー

児
童
文
学
作
家
の
柏
葉
幸
子
さ
ん

5

■
Ｉ
Ｆ
Ｔ
︵T

he Institute 
of Food T

echnologists 

︶ 
First 

と
は

　

Ｉ
Ｆ
Ｔ
と
は
、
食
品
科
学
の

進
歩
を
目
指
す
95
か
国
の
約

１
万
２
０
０
０
人
の
個
人
会
員

か
ら
な
る
世
界
的
な
組
織
で

１
９
３
９
年
以
来
、
世
界
の
食

品
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
食
品
科
学
、
技
術
、
学
界
、

政
府
、
業
界
に
所
属
す
る
専
門

家
ら
が
集
ま
る
展
示
会
へ
と
成

長
し
た
。

　

今
年
７
月
10
日
〜
13
日
、
３

年
振
り
に
同
展
示
会
が
シ
カ
ゴ

最
大
の
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
会
場
で

開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
明
け

の
今
回
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型

２
０
２
２
年
シ
カ
ゴ
Ｉ
Ｆ
Ｔ　

世
界
食
品
展
示
会:

欧
米
企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ー
ド
が
目
指
す
先
は

展
示
会
と
な
り
、
出
展
社
数

は
８
１
８ 

社
、
来
場
者
数
は 

１
万
８
０
０
０ 

人
超
と
な
っ

た
。(

２
０
１
９
年
の
出
展
社

数
は
１
３
０
０ 

社
、
来
場
者

数
は
約 

2 

万
人) 

。

■
２
０
２
２
の
テ
ー
マ
は

　

﹁H
ack

in
g

 th
e F

ood 
Supply

：
現
在
を
越
え
て
、

よ
り
持
続
可
能
な
フ
ー
ド
サ
プ

ラ
イ
を
創
造
す
る
。
未
来
へ
の

潜
在
的
な
可
能
性
を
探
る
﹂
と

し
、
会
場
で
は
コ
ロ
ナ
前
か
ら

食
品
ト
レ
ン
ド
と
し
て
注
目
を

集
め
て
き
た
﹁Plant B

ased 

food

︵
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
︶

植
物
性
食
品
﹂
に
大
き
く
市
場

が
シ
フ
ト
す
る
傾
向
が
み
ら
れ

た
。

■
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
プ
ラ
ン
ト

ベ
ー
ス
フ
ー
ド
×
Ｉ
Ｔ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー

　

２
０
２
０ 

年
に 

２
９
０ 

億
ド
ル
だ
っ
た
プ
ラ
ン
ト
ベ

ー
ス
フ
ー
ド
中
心
の
市
場
が
、

２
０
３
０
年
に
は
１
６
２
０
億

ド
ル
に
成
長
す
る
と
い
う
ア
ピ

ー
ル
が
目
立
っ
た
。
約
6
倍
の

成
長
規
模
だ
。
コ
ロ
ナ
後
、
大

豆
や
と
う
も
ろ
こ
し
を
使
っ
た 

B
eyond M

eat

︵
ビ
ヨ
ン
ド

ミ
ー
ト
︶
食
品
が
注
目
さ
れ
、

よ
り
健
康
的
で
環
境
に
優
し
い

食
材
の
需
要
が
伸
び
て
い
る
。

イ
ン
グ
リ
ー
デ
ィ
エ
ン
ト
︵
食

品
の
原
料
︶
表
示
か
ら
生
産
過

程
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
ま
で

﹁
プ
ラ
ン
ト
フ
ー
ド
×
Ｉ
Ｔ
技

術
﹂
を
強
調
す
る
欧
米
食
品
メ

ー
カ
ー
が
勢
い
づ
い
て
い
る
。

■
欧
米
食
企
業
の
目
指
す
先

　

Ｉ
Ｆ
Ｔ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
タ
ラ
ン
テ

ィ
ー
ノ
氏
は
﹁
過
去
２
年
間
は

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
だ
っ
た
。
今

年
は
今
ま
で
以
上
に
食
品
に
携

わ
る
専
門
家
を
会
場
に
招
聘
し

た
。
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
各
業
界
の
プ
ロ

達
が
集
ま
っ
た
。
食
品
開
発
へ

の
科
学
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
食
品

流
通
や
未
来
に
焦
点
を
当
て
た

討
論
、
人
脈
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
な
ど
統
合
的
に
有
意
義
な
も

の
に
な
っ
た
﹂
と
今
年
の
Ｉ
Ｆ

Ｔ
を
振
り
返
っ
た
。

■
古
市
裕
子

SDGs-NY

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

(

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
×
日

系
企
業
Ｎ
Ｙ
進
出
支
援)NY 

Marketing Business Action, 
Inc.

代
表
取
締
役
。
国
連
大
学

SDGs

研
究
員
。
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ

Ｙ
17
年
勤
務
。
著
書
︻SDGs

ピ
ボ
ッ
ト
戦
略
：
欧
米
企
業

１
２
事
例
集
／SDGs

×
次

世
代
×
企
業
価
値
︼https://

www.amazon.co.jp/dp/
B09NVMP2DF

　

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
史
上
最
も

長
く
続
く
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
﹁
オ

ペ
ラ
座
の
怪
人
﹂
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
マ
ッ

キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
氏
は
16
日
、
同

作
品
の
公
演
を
２
０
２
３
年
初

旬
に
公
演
を
終
了
す
る
こ
と
を

発
表
し
た
。 

　

フ
ラ
ン
ス
人
小
説
家
ガ
ス
ト

ン
・
ル
ル
ー
原
作
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
巨
匠
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
・
ロ
イ
ド
・
ウ
ェ
バ
ー
が
手

掛
け
た
同
名
作
は
、
大
盛
況
と

な
っ
た
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
エ
ス

ト
・
エ
ン
ド
公
演
の
２
年
後
、

１
９
８
８
年
１
月
26
日
に
Ｎ
Ｙ

で
初
公
演
を
迎
え
た
。
86
年
の

英
ロ
ー
レ
ン
ス
・
オ
リ
ビ
エ
賞

新
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
賞
、
88
年

の
ト
ニ
ー
賞
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
作

品
賞
を
含
む
70
賞
以
上
の
演
劇

賞
を
受
賞
し
、
サ
ラ
・
ブ
ラ
イ

ト
マ
ン
も
参
加
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
・
キ
ャ
ス
ト
の
ア
ル
バ
ム
は

世
界
中
４
０
０
０
万
枚
以
上
を

売
り
上
げ
た
。
41
か
国
１
８
３

都
市
、
17
言
語
で
公
演
さ
れ
、

１
億
４
５
０
０
万
人
以
上
が
観

賞
し
た
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
公

演
は
、
２
０
０
６
年
１
月
９
日

に
最
も
長
い
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と

し
て
ギ
ネ
ス
に
登
録
さ
れ
、
以

降
記
録
を
更
新
し
続
け
て
い

る
。
ま
た
、
出
演
者
４
５
０
人

を
含
む
推
定
６
５
０
０
人
を
雇

用
し
、
単
一
作
品
と
し
て
は
米

演
劇
市
場
最
も
高
い
興
行
収
入

と
雇
用
を
生
み
出
し
た
。
業
界

団
体
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
・
リ
ー

グ
に
よ
る
と
今
月
時
点
で
、
約

１
万
４
０
０
０
公
演
で
観
客
動

員
数
は
１
９
５
０
万
人
、
総
収

益
１
３
０
億
ド
ル
を
計
上
し
て

い
る
。 

　

し
か
し
王
道
作
品
も
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
影
響
を
回
避
す
る
こ

と
は
で
き
ず
、
現
在
の

客
席
の
収
容
率
は
81
％
、

月
の
売
上
収
益
も
平
均

１
０
０
万
ド
ル
に
留
ま

っ
て
い
る
。
マ
ッ
キ
ン

ト
ッ
シ
ュ
氏
に
よ
る
と
、

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ロ
イ

ド
・
ウ
ェ
バ
ー
氏
、
劇

場
制
作
組
織
シ
ュ
ー
バ

ー
ト
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
リ
ア
リ
ー
・
ユ
ー

ス
フ
ル
・
シ
ア
タ
ー
ズ
と
の

協
議
の
結
果
、
同
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
35
周
年
後
の
２
月
18
日
、

マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ッ
ク
劇
場
で

１
万
３
９
２
５
回
目
を
最
終
公

演
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

オ
ペ
ラ
座
の
怪
人 

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
を
去
る

リサ・ホフマン・クロダ氏 柏葉幸子氏
26
日
に
紀
伊
國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
tel:2122136069
https://Ikebanany_
https://Ikebanany_
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Ｅ-

１
ビ
ザ
の
申
請
方
法
の
説
明
︵
そ
の
１
︶

クイック USA

106

例

：

︵
例
１) 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

に
あ
る
日
本
人
オ
ー
ナ
ー
の
株

式
会
社
Ａ: 

日
本
か
ら
和
牛
を

輸
入
し
米
国
で
販
売
。
輸
入
の

頻
度
は
月
2
回
。

︵
例
２)

テ
キ
サ
ス
州
に
あ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
Ｂ
︵
日
本
の

会
社
が
親
会
社
︶: 

テ
キ
サ
ス

州
で
天
然
ガ
ス
を
買
い
付
け
、

日
本
に
輸
出
。
輸
出
の
頻
度
は

月
に
1
回
。

︵
例
3
︶
テ
キ
サ
ス
州
に
あ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
︵
日
本
の
会

社
が
親
会
社
︶: 

テ
キ
サ
ス
州

で
天
然
ガ
ス
を
買
い
付
け
、
日

本
に
輸
出
。
輸
出
の
頻
度
は
年

に
2
回
。
1
回
の
輸
出
額
は

１
０
０
０
万
ド
ル
以
上
。
過
去

5
年
で
10
回
輸
出
。

例
１
・
例
２
両
方
と
も
継
続
的

な
貿
易
の
条
件
を
満
た
し
て
い

ま
す
。
例
3
で
す
が
、
1
回
の

輸
出
が
高
額
＋
過
去
5
年
の
実

績
が
あ
る
為
、
こ
ち
ら
も
条
件

を
満
た
す
と
判
断
さ
れ
る
可
能

性
が
高
い
。

申
請
の
タ
イ
ミ
ン
グ

：

準
備
が
整
え
ば
い
つ
で
も
申
請

可
能
。
Ｅ-

２
同
様
、
新
規
申

請
の
場
合
、
企
業
登
録
の
合
格

後
、
Ｅ-

１
ビ
ザ
申
請
者
の
審

査
と
な
る
。

申
請
の
方
法

：

　

新
規
で
の
Ｅ-

１
申
請
の
場

合
、
企
業
登
録
の
審
査
が
終

了
し
た
後
、
申
請
者
の
ビ
ザ

申
請
と
な
り
ま
す
。
各
大
使

館
・
領
事
館
で
申
請
方
法
が

異
な
り
ま
す
。
在
東
京
米
国

大
使
館
の
場
合
、
書
類
をZip 

File

に
し
、
メ
ー
ル
で
送
り
ま

す(7/22/2022

時
点)

。
最

大
70
ペ
ー
ジ
・50M

B

の
制

限
が
あ
る
為
、
送
る
書
類
を

厳
選
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
︶

15
ペ
ー
ジ
のO

ffice Lease 
A

greem
ent

やB
ylaw

の

場
合
は
最
初
の
ペ
ー
ジ
と
署
名

の
ペ
ー
ジ
の
み
を
送
る
な
ど

の
工
夫
が
必
要
で
す
。
そ
の

後
、
審
査
官
か
ら
メ
ー
ル
で
追

加
書
類
を
送
る
様
に
指
示
が
き

ま
す
。
こ
こ
で
は
70
ペ
ー
ジ

︵50M
B

の
制
限
あ
り
︶
の
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
追
加
書
類

を
提
出
後
、
合
格
不
合
格
の
判

断
が
出
さ
れ
る
。
合
格
の
場
合

は
、
大
使
館
か
ら
ビ
ザ
の
面
接

を
入
れ
る
よ
う
に
と
の
通
知

(N
otice of Pending V

isa 
Interview

)

が
送
ら
れ
て
く

る
。
70
ペ
ー
ジ
で
あ
る
程
度
の

証
明
が
出
来
な
い
場
合
は
、
不

合
格
が
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
為
、
70
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
効

率
的
に
証
明
を
す
る
事
が
重
要

で
す
。　
　
　
　
　

︵
つ
づ
く
︶

木
村
　
原 

　
　Kimura Law 

Offi ce  Managing Attorney
www.919usa.com

■
﹃
米
国
で
鉄
道
ス
ト
ラ
イ
キ

回
避
、
全
組
合
が
暫
定
合
意
を

締
結
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が
仲
介

主
導
﹄
︵
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
発
︶

＝
米
国
で
は
、
鉄
道
会
社
と
従

業
員
の
労
働
組
合
の
間
で
労
使

交
渉
が
膠
着
し
て
い
た
が
、
全

米
の
貨
物
鉄
道
会
社
を 

代
表

し
て
交
渉
を
担
う
全
米
輸
送
会

社
会
議
委
員
会
︵
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
︶

が
9
月
15
日
未
明
、
こ
れ
ま
で

合
意
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
3

組
合
と
暫
定
合
意
を
締
結
し
た

と
発
表
し
た
。

■
﹃
米
財
務
省
、
イ
ラ
ン
革
命

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　11 月の中間選挙が近づく中、バイデン大統領が共和党のトランプ支持層を
Ultra-MAGA Republican（超 MAGA 共和党員）と呼んだことが波紋を広げてい
ます。MAGA とはトランプ氏の標語 Make America Great Again の略です。
　大統領選挙結果を受け入れず、連邦議会を襲ったトランプ氏支援者を、バイデ
ン氏は民主主義を否定するものと断罪します。加えて、政策面でも合理的な銃規

制にも人工中絶にも反対する彼らの主張は、アメリカの大多数の意見ではないと強く非難していま
す。バイデン氏はトランプ支持層につき、Semi-fascism（準ファシズム）という言葉さえ使い、メ
ディアを驚かせました。
　バイデン氏はこれまで国の統合という観点から、トランプ支持者に対しても慎重な言葉遣いで対
応していただけに、Ultra-MAGA Republican という言葉を使った攻撃は、選挙戦略の計算された
転換だと思われます。
　これらのバイデン氏の発言に対して、トランプ氏は「彼こそ国家の敵だ」と逆襲し、共和党議員
たちも、対話を拒否して国の分断を図るものとして、反発しています。中間選挙に向かって、両党
の間でこれから繰り広げられる応酬を考えると、アメリカ分断の暗部を見る思いがします。

　　　　　　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Ultra-MAGA Republican  超 MAGA 共和党員 米 語
Watch

 【235】

母
船
積
み
地
ベ
ー
ス
で
0
・
6

％
減
の
79
万
６
０
９
８
Ｔ
Ｅ
Ｕ

だ
っ
た
。

■
﹃
8
月
の
米
小
売
売
上
高
は

前
月
比
0
・
3
％
増
、
自
動
車
・

同
部
品
の
販
売
が
寄
与
﹄︵
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
米
国
商
務

省
の
速
報
︵
9
月
15
日
付
︶
に

よ
る
と
、
8
月
の
小
売
売
上

高
︵
季
節
調
整
値
︶
は
前
月
比

0
・
3
％
増
の 

６
８
３
３
ド

ル
と
な
り
、
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ

が
ま
と
め
た
市
場
予
想
の
0
・

1
％
減
を
上
回
っ
た
。

　
　
　
　
　

◇

 

ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
９
月

16
日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。
Ｅ

メ
ー
ル　

rept@
jetro.go.jp

　

コ
ロ
ナ
の
入
国
規
制
が
緩
和

さ
れ
、
Ｅ
ビ
ザ
申
請
の
お
問
合

せ
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
再
度

申
請
方
法
の
流
れ
に
つ
い
て
説

明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

Ｅ-

１
ビ
ザ
と
は

：

通
称
貿

易
ビ
ザ

防
衛
隊
関
係
者
に
制
裁
、
サ
イ

バ
ー
攻
撃
を
理
由
に
﹄
︵
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
米
国
財
務
省

は
9
月
14
日
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ

ア
を
含
む
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の

関
与
を
理
由
に
、
イ
ラ
ン
革
命

防
衛
隊
に 

関
係
す
る
個
人
10

人
と
事
業
体
2
社
を
制
裁
対
象

の
﹁
特
別
指
定
国
民
︵
Ｓ
Ｄ
Ｎ
︶
﹂

に
指
定
し
た
。

■
﹃
バ
イ
デ
ン
米
政
権
、
Ｉ
Ｌ

Ｏ
強
制
労
働
の
世
界
推
計
に
関

す
る
日
本
、
Ｅ
Ｕ
と
の
3
者
共

同
声
明
を
発
表
﹄
︵
米
州
課
発
︶

＝
米
国
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
タ
イ

通
商
代
表
部
︵
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
︶
代

表
お
よ
び
マ
ー
テ
ィ
・
ウ
ォ
ル

シ
ュ
労
働
長
官
は
9
月
15
日
、 

日
本
の
西
村
康
稔
経
済
産
業
相

お
よ
び
加
藤
勝
信
厚
生
労
働

相
、
Ｅ
Ｕ
の
バ
ル
デ
ィ
ス
・
ド

ン
ブ
ロ
フ
ス
キ
ス
欧
州
委
員
会

上
級
副
委
員
長
、
ニ
コ
ラ
・
シ

ュ
ミ
ッ
ト
同
雇
用
・
社
会
権
担

当
委
員
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に

よ
る
強
制
労
働
の
世
界
推
計
に

関
し
て
共
同
声
明
を
出
し
た
。

■
﹃
8
月
の
米
国
向
け
海
上
コ

ン
テ
ナ
は
前
年
同
月
比
0
・
7

％
減
、
日
本
発
は
荷
受
け
地
ベ

ー
ス
で
0
・
2
％
増
﹄︵
米
州

課
発
︶
＝
米
国
調
査
会
社
デ
カ

ル
ト
・
デ
ー
タ
マ
イ
ン
が
発
表

し
た
米
国
向
け
海
上
コ
ン
テ

ナ
の
輸
送
量
に
係
る
8
月
分

の 

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
8
月

の
米
国
向
け
海
上
コ
ン
テ
ナ

は
、
前
年
同
月
比
0
・
7
％
減

の
２
５
２
万
４
２
２
８
Ｔ
Ｅ
Ｕ

で
、
ア
ジ
ア
上
位
10
か
国
・
地

域
か
ら
の
海
上
コ
ン
テ
ナ
は
、

　

米
大
手
出
版
メ
リ
ア
ム=

ウ

ェ
ブ
ス
タ
ー
社
は
今
月
、
主
に

現
代
の
時
代
精
神
を
反
映
す
る

語
彙
３
７
０
語
を
新
た
に
同
辞

典
に
追
加
し
た
と
発
表
し
た
。 

　

新
語
の
選
択
に
つ
い
て
同
社

は
﹁
辞
典
は
、
言
語
の
発
展
や

変
化
を
記
録
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
継
続
的
に
新
語
の
追
加

や
定
義
の
更
新
を
す
る
必
要
が

あ
る
。
多
く
の
人
が
あ
る
程
度

長
い
期
間
で
、
そ
の
語
彙
を
同

じ
意
味
で
使
っ
て
い
れ
ば
、
そ

の
言
葉
は
追
加
の
対
象
と
な

る
﹂
と
解
説
し
て
い
る
。
新
語

に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

使
わ
れ
て
い
る
ス
ラ
ン
グ
や

造
語
も
多
く
、
例
え
ばyeet

︵
動
詞
︶

：

︵
何
が
起
き
る
か

を
考
え
も
し
な
い
で
︶
感
情

的
に
物
を
投
げ
捨
て
る
こ
と
、 janky

︵
形
容
詞
︶

：

欠
陥

が
あ
る
、pw

n

︵
動
詞
︶

：

︵
ビ

デ
オ
ゲ
ー
ム
や
口
論
に
︶
勝

つ
、ハ
ッ
キ
ン
グ
に
成
功
す
る
、

lew
k

︵
名
詞
︶

：

︵
記
憶
に

残
る
ほ
ど
明
ら
か
に
︶
特
徴
的

な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
な
ど
が
あ

る
。 

　

一
方
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
に

旬

なpum
pkin spice

︵

名

詞
︶

：

シ
ナ
モ
ン
、
ナ
ツ
メ

グ
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
、
ク
ロ
ー
ブ
、

オ
ー
ル
ス
パ
イ
ス
の
ブ
レ
ン
ド

や
、MacG

yver

︵
動
詞
︶

：

︵
１
９
８
５
年
の
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
シ
リ
ー
ズ
の
主
役
の
行
動
を

象
徴
す
る
︶
手
元
に
あ
る
道
具

で
物
を
作
っ
た
り
繕
う
こ
と
、

な
ど
、
長
年
日
常
的
に
会
話
で

使
わ
れ
て
き
た
語
彙
も
公
式
に

新
語
と
し
て
加
わ
っ
た
。

 

・
日
本
を
含
む
、
米
国
と
通

商
条
約
を
交
わ
し
た
国
籍
を
有

す
る
会
社
、
個
人
を
対
象
と
し

た
就
労
ビ
ザ
。

 

・
現
地
法
人
の
50
％
以
上
を

通
商
条
約
国
の
企
業
・
個
人
が

有
す
る
。

 

・
米
国
永
住
権
を
保
持
し
て

い
る
日
本
人
に
Ｅ
ビ
ザ
の
申
請

資
格
は
無
い
。

 

・
日
米
間
に
お
い
て
一
定
額

の
貿
易
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て

い
る
証
明
。

 

・
現
法
で
は
最
低
貿
易
額
に

つ
い
て
の
記
載
は
無
い
。

 

・G
oods/Services

ど
ち
ら

も
貿
易
の
対
象
と
な
る
。
例
︶

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

の
輸
出
・
輸
入
で
も
Ｅ-

１
ビ

ザ
の
申
請
が
可
能
。

 

・
家
族
と
Ｅ-

１
ビ
ザ
保
持
者

の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
出
来
る
程

度
の
規
模
の
貿
易
額
で
は
Ｅ-

１
ビ
ザ
の
取
得
は
難
し
い
。

継
続
的
な
貿
易
の
定
義

：

　

米
国
の
現
地
法
人
と
通
商
条

約
国
間
で
の
輸
入
・
輸
出
が
一

年
以
上
行
わ
れ
て
い
る
。
輸
入
、

輸
出
の
ど
ち
ら
か
が
あ
れ
ば
貿

易
と
見
な
さ
れ
る
。
米
国
の
現

地
法
人
と
通
商
条
約
国
間
で
の

貿
易
が
50
％
以
上
で
な
く
て
は

な
ら
な
い

日
本
と
ア
メ
リ
カ
間
の
貿
易

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
辞
書

新
語
３
７
０
語
を
追
加

https://america-keitai.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp


動
機
善
な
り
や
、
私
心
な
か
り
し
か

感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ

　

大
き
な
夢
を
描
き
、
そ
れ
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
と
き
、﹁
動

機
善
な
り
や
﹂と
い
う
こ
と
を
自

ら
に
問
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
自
問
自
答
し
て
、
自
分
の
動

　

社
内
に
人
の
和
が
な
い
と
、

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

も
の
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ

な
ら
製
品
に
は
そ
れ
を
つ
く
る

人
の
心
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か

機
の
善
悪
を
判
断
す
る
の
で
す
。

　

善
と
は
、
普
遍
的
に
良
き
こ

と
で
あ
り
、
普
遍
的
と
は
誰
か

ら
見
て
も
そ
う
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
自
分
の
利
益
や
都
合
、

ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
﹁
オ
レ
が

オ
レ
が
﹂
と
い
っ
た
利
己
的
な

考
え
方
で
は
、
社
内
に
和
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

3

格
好
な
ど
と
い
う
も
の
で
な

く
、
自
他
と
も
に
そ
の
動
機
が

受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
仕

事
を
進
め
て
い
く
上
で
は
﹁
私

心
な
か
り
し
か
﹂
と
い
う
問
い

か
け
が
必
要
で
す
。
自
分
の
心
、

自
己
中
心
的
な
発
想
で
仕
事
を

進
め
て
い
な
い
か
を
点
検
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

動
機
が
善
で
あ
り
、
私
心
が

な
け
れ
ば
結
果
は
問
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
成
功
す
る

の
で
す
。

　

私
た
ち
が
今
日
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
存
分
に
働
け
る
こ
と

は
、
お
客
様
や
取
引
先
は
も
ち

ろ
ん
、
職
場
の
仲
間
、
家
族
と

い
っ
た
周
囲
の
多
く
の
人
々
の

支
援
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

決
し
て
自
分
た
ち
だ
け
で
こ
こ

ま
で
こ
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
常
に

周
囲
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
も

ち
、
お
互
い
に
信
じ
あ
え
る
仲

間
と
な
っ
て
仕
事
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932 年、鹿児島市生まれ。1959 年 4
月、京都セラミック株式会社（現京セ
ラ）を設立。2005 年からは名誉会長。
また 1984 年、第二電電企画株式会社
を設立。2000年10月、DDI（第二電電）、
KDD、IDO の合併により KDDI 株式
会社を設立。2001 年 6 月より最高顧
問。2010 年 2 月、日本航空会長に就任。
2015 年 4 月に名誉顧問。一方、1983
年から 2019 年末まで、ボランティア
で、14,938 人の経営者が集まる経営
塾「盛和塾」の塾長として、経営者の
育成に心血を注いだ。1984 年には私
財を投じ稲盛財団を設立。同時に国際
賞「京都賞」を創設し、毎年、人類社
会の進歩発展に功績のあった方々を
顕彰。（2021 年 5 月現在）

＜連絡先＞

盛心塾ニューヨーク

 www.seishinjukuny.org

2022 年（令和 4 年）9 月 24 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(8  )

 EVENT　 
■ NYC ブロードウエーウィーク 2022 ＝ 9/25 まで　
ブロードウエー・ミュージカル 2 枚分のチケットが
1 枚分の値段で購入出来る、夏休み後の恒例イベン
ト。「オペラ座の怪人」や「シカゴ」などのロング
ラン作品から、マイケル・ジャクソンの半生を描い
た「ＭＪ」、昨年の作品賞・主演男優賞ほか 10 部
門受賞の「ムーランルージュ」など多くの作品が参
加する。詳細は https://www.nycgo.com/broadway-
week
■第 96 回サン・ジェナーロ祭＝ 9/25 まで　Little 
Italy（On Mulberry St.） リトルイタリーで行われる
イタリアのお祭り。宗教的行事やパレードの他、無
料のライブ演奏が楽しめる。恒例のミートボール大
食い大会は 25 日午後 1 時から。
詳細は https://sangennaronyc.org/
■ 祭 り NYC Fall Fest ＝ 10/2　12:00-16:00　
Corlears Hook Park（Jackson/Cherry St.） 民 舞 座
の日本舞踊、太鼓マサラの太鼓演奏などのパフォー
マンスや、書道・けん玉・折り紙などの体験がで
きるファミリー向けの日本紹介イベント。最後は
参加者全員で盆踊り。入場無料。詳細は https://
japanesefolkdance.org/

CLASS/SEMINAR
■美ファイン研究所主催「光と意識を集める美容」
＝ 9/28　13:00（日本時間）30 年以上、顔の印象
を研究している美ファイン研究所による企業向け
オンラインセミナー。肌が脳に働きかける関係性や
感覚を形にすることで得られる効果を美容的見地か

ら解説する。受講料は 5500 円。申し込みは https://
coubic.com/befi nebefi ne/938954
■「経験者が語る、アメリカで重い病気になったら
どうする？」＝ 9/30　20:00　日米の医療・保健制
度の違いなど、アメリカで病気になる前に知ってお
くべきことを解説するウェビナー。講師は、乳がん・
卵巣がん・子宮がん患者支援団体 Japanese Share
代表ブロディー愛子。
詳細は https://sharejp.org/schedule/2022/9/30

MUSIC
■大野俊三トランペット・コンサート＝ 10 月９日（日）
午後７時から CUTTING ROOM （44 E32nd Street)。
ロータス室内音楽団との共演。前売り券 25 ドル。当

日券 30 ドル。http://thecuttingroomnyc.com/

ART
　

■第18回多摩美術大学校友会NYクラブ展「ホーム・
アウェイ・フロム・ホーム」＝ 9/21 〜 10/4　天理ギャ
ラリー（43A W 13th St.）故郷を離れ異国の地で暮
らす作家たちが NY で創造の成果を発表する。永野
みき個展も同時開催。レセプションは 9/22 午後 6
時〜 8 時。金土休。
詳細は http://www.nycoo.com/
■バスキア展覧会「King Pleasure」＝ 10/31 まで　
Starrett Lehigh（601 W 26th St.）ジャン＝ミシェル・
バスキアの 200 点以上の未公開・希少作品を集め
た展覧会。絵画、ドローイング、マルチメディア、
印刷物、工芸品などを展示。入場料は一般 $35 〜、
学生・シニアが $32 〜、2 〜 13 歳が $30 から。火
曜休館。
詳細は https://kingpleasure.basquiat.com/　
■「着物スタイル：ジョン・C・ウェバー・コレ
クション展」＝ 2023/2/20 まで　The Metropolitan 
Museum of Art（1000 Fifth Ave.）18 世紀後期から
20 世紀初頭に近代女性のライフスタイルに適応し
用いられた T 字型の衣服である着物の流行をたど
る。150 年の着物スタイルの変遷を展示する。入場
料：大人 $30、シニア $22、学生 $17、NY 州在住
者と NY・NJ・CT の学生は入場料任意。
詳細は https://www.metmuseum.org/

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
在
住
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
、H

arum
i O

ri

の

個

展
﹁I am

 H
ere

﹂

が

23

日
︵

金

︶

か

ら

10

月

30

日
︵
日
︶
ま
で
、
ロ
ー
ワ
ー

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
ナ
ウ
ヒ
ア
︵
ウ
ー

ス
タ
ー
通
り
40
番
地
、
電
話

９
１
７
・
６
７
５
・
６
９
４
４
︶

で
開
催
さ
れ
る
。
同
展
で
は
日

常
的
な
街
の
風
景
を
撮
影
し
、

そ
の
写
真
を
も
と
に
工
事
現
場

で
見
か
け
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
工

業
用
メ
ッ
シ
ュ
を
用
い
て
、
そ

の
場
所
を
特
別
な
空
気
感
と
共

に
再
現
し
た
作
品
を
展
示
。
作

家
が
﹁
祝
福
の
色
﹂
と
語
る
オ

レ
ン
ジ
色
で
表
現
す
る
こ
と

で
、
被
写
体
を
平
等
に
描
き
出

し
人
類
の
共
存
を
表
現
す
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
水

曜
〜
日
曜
の
午
前
11
時
か
ら

午
後
６
時
。
月
火
休
廊
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

now
here-nyc.com

/

参
照
。

I am
 Here@

G
reen St & 

Spring St, New York, NY

祝
福
の
色

人
類
の
共
存

http://hinomaru-limo.com
https://goshikiprinting.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://aantcinc.com/
https://hls-global.com
http://www.seishinjukuny.org
https://coubic.com/befi
https://coubic.com/befi
https://sharejp.org/schedule/2022/9/30
http://thecuttingroomnyc.com/
https://www.nycgo.com/broadway-week%E2%96%A0%E7%AC%AC96
https://www.nycgo.com/broadway-week%E2%96%A0%E7%AC%AC96
https://www.nycgo.com/broadway-week%E2%96%A0%E7%AC%AC96
https://www.nycgo.com/broadway-week%E2%96%A0%E7%AC%AC96
https://sangennaronyc.org/
https://japanesefolkdance.org/
https://japanesefolkdance.org/
http://www.nycoo.com/
https://kingpleasure.basquiat.com/
https://www.metmuseum.org/
https://nowhere-nyc.com/
https://nowhere-nyc.com/
https://nowhere-nyc.com/
https://nowhere-nyc.com/
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
映
画
界
最
大

の
イ
べ
ン
ト
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

映
画
祭
﹂
が
30
日
︵
金
︶
か
ら

10
月
16
日
︵
日
︶
ま
で
開
催
さ

れ
る
。
60
周
年
を
迎
え
る
今
年

は
、
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

他
Ｎ
Ｙ
市
を
網
羅
す
る
５
会
場

で
上
映
さ
れ
る
。
世
界
の
話
題

作
を
集
め
た
32
作
品
を
上
映
す

る
メ
イ
ン
部
門
の
ほ
か
、
注
目

の
新
作
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

や
実
験
映
画
も
あ
る
。

　

メ
イ
ン
部
門
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
作
品
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
身

の
ノ
ア
・
バ
ウ
ム
バ
ッ
ク
監
督

の
﹃W

hite N
oise

﹄
で
、
ア

ダ
ム
・
ド
ラ
イ
バ
ー
、
グ
レ
タ
・

ガ
ー
ウ
ィ
グ
主
演
の
風
刺
喜

劇
。
中
間
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
鎮

痛
剤
オ
ピ
オ
イ
ド
の
製
造
元
で

あ
る
サ
ッ
ク
ラ
ー
家
の
責
任
を

追
求
す
る
写
真
家
ナ
ン
・
ゴ
ー

ル
デ
ィ
ン
を
追
う
ロ
ー
ラ
・
ポ

イ
ト
ラ
ス
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
﹃A

ll the B
euaty

 and 
the B

loodshed

﹄。
ク
ロ
ー

ジ
ン
グ
は
、
有
色
人
種
で
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
自
伝
的
軍
隊
体
験

を
描
く
エ
レ
ガ
ン
ス
・
ブ
ラ

ッ
ト
ン
の
長
編
劇
映
画
処
女

作
﹃T

he Inspection

﹄。
映

画
祭
60
周
年
記
念
上
映
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
身
の
ジ
ェ
イ
ム

ズ
・
グ
レ
ー
が
自
分
が
育
っ
た

ク
イ
ー
ン
ズ
の
１
９
８
０
年
を

舞
台
に
、
少
年
の
日
常
を
描
く

﹃A
m

ageddon T
im

e

﹄。

　

ベ
テ
ラ
ン
作
家
で
は
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
・
ワ
イ
ズ
マ
ン︵
米
国
︶、

イ
ェ
ジ
ー
・
ス
コ
リ
モ
フ
ス
キ

ー︵
ポ
ー
ラ
ン
ド
︶、ル
ー
ベ
ン
・

オ
ス
ト
ラ
ン
ド
︵
ス
エ
ー
デ

ン
︶、ジ
ャ
フ
ァ
ル
・
パ
ナ
ヒ︵
イ

ラ
ン
︶、パ
ク
・
チ
ャ
ン
オ
ク︵
韓

国
︶
等
の
一
作
ご
と
に
話
題
に

な
る
監
督
の
新
作
が
並
ぶ
。
最

近
注
目
さ
れ
る
作
家
で
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
地
方
都
市
の
セ
ネ
ガ

ル
移
民
女
性
が
起
こ
し
た
事
件

を
元
に
し
た
ア
リ
ス
・
デ
ィ
オ

ッ
プ
監
督
の
﹃Sait O

m
er

﹄、

現
代
中
国
社
会
の
若
い
女
性
の

閉
ざ
さ
れ
た
選
択
の
現
実
を
描

く
ホ
ア
ン
・
ジ
ー
と
大
塚
竜
治

９
月
30
日
か
ら
開
幕

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

NY映画祭

　

一
般
社
団
法
人
サ
ク
ラ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
、
日
本
の
伝
統
素

材
と
世
界
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
10
月
８
日

︵
土
︶
午
後
２
時
か
ら
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
の
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
︵934 3rd A

ve.

︶
に
て

開
催
す
る
。︵
共
催
：
在
Ｎ
Ｙ

日
本
国
総
領
事
館
、
ジ
ャ
パ
ン

ビ
レ
ッ
ジ
︶

　

世
界
９
か
国
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

×
10
種
の
日
本
伝
統
素
材
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
﹁
サ
ク
ラ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
２
﹂
の
ほ

か
、﹁
尾
州
再
生
ウ
ー
ル
﹂
を

テ
ー
マ
に
し
た
学
生
向
け
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催
。
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
再
生
ウ
ー
ル

と
し
て
注
目
を
集
め
た
愛
知
県

の
尾
州
再
生
ウ
ー
ル
を
使
っ
た

デ
ザ
イ
ン
案
の
募
集
に
世
界
11

か
国
か
ら
67
点
の
応
募
が
あ

り
、
こ
の
中
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
リ

ス
ト
10
人
が
同
イ
ベ
ン
ト
で
作

品
を
発
表
、
グ
ラ
ン
プ
リ
が
決

定
す
る
。
審
査
員
に
は
増
田
セ

バ
ス
チ
ャ
ン︵
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
︶

と
斎
藤
統
︵
元
ヨ
ウ
ジ
ヤ
マ
モ

ト
社
長
︶
を
迎
え
る
。
ま
た
、

V
issi

ダ
ン
ス
シ
ア
タ
ー
に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ア
ク
ト
︵
午
後
１
時
30

分
︶
に
は
三
味
線
・
尺
八
・
Ｄ

Ｊ
に
よ
る
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
行
わ
れ
る
。
入
場
無
料
。

　

ま
た
日
本
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル

と
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
を
テ
ー
マ
に

し
た
フ
ェ
ア
も
10
月
８
日
か
ら

10
日
ま
で
、
同
所
２
階
屋
内
ス

ペ
ー
ス
に
て
開
催
さ
れ
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.saku

racollection
.

com
/

を
参
照
。

共
同
監
督
﹃Stonew

alling

﹄

も
あ
る
。

　

特
別
企
画
で
は
、
ラ
イ
ブ
演

奏
付
き
﹃
惑
星
ソ
ラ
リ
ス
﹄︵
ア

ン
ド
レ
イ
・
タ
ル
コ
フ
ス
キ

ー
監
督
︶
製
作
50
周
年
上
映
、

チ
ノ
ネ
・
チ
ュ
ク
ウ
監
督
が

１
９
５
０
年
代
ア
メ
リ
カ
南
部

の
黒
人
リ
ン
チ
事
件
を
劇
化
し

た
﹃T

ill

﹄、#
M

eT
oo

運

動

を
引
き
起
こ
し
た
２
人
の
女
性

記
者
を
描
く
マ
リ
ア
・
シ
ュ
レ

イ
ダ
ー
監
督
の
﹃She Said

﹄

等
。
回
顧
展
で
は
ク
レ
ア
・
ド

ニ
、
グ
ラ
ウ
ベ
ル
・
ロ
ー
シ
ャ
、

マ
ノ
エ
ル
・
ド
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ

ラ
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヤ
ン
監
督

等
の
修
復
さ
れ
た
古
典
作
品
が

上
映
さ
れ
る
。︵
平
野
共
余
子
︶

　

会
場
は
ア
リ
ス
・
タ
リ
ー
劇

場
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
×
65
丁

目
︶
、
ウ
オ
ル
タ
ー
・
リ
ー
ド

劇
場
︵
65
丁
目
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
街
の

間
︶
他
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト w
w

w
.film

linc.org
WHITE NOISE: Courtesy of Netfl ix

日本の伝統素材×
世界のデザイナー

サクラコレクション

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
Ｊ
コ
ラ
ボ

︵300 7th St.

︶
内
に
あ
る
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
ボ
で
は
、
九

州
・
中
国
・
四
国
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
展
﹁
ラ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
開
催
中
。
広

島
平
和
公
園
の
折
り
鶴
を
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
作
っ
た
メ
モ
帳

や
、
別
府
温
泉
の
温
泉
水
﹁
べ

っ
ぴ
ん
泉
﹂
が
た
っ
ぷ
り
入
っ

た
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
マ
ス
ク
、
海

岸
に
流
れ
着
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
で
作
ら
れ
た
ク
リ
ッ
プ

ト
レ
イ
な
ど
、
九
州
、
中
国
、

四
国
か
ら
届
い
た
食
品
、
化
粧

品
、
雑
貨
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
イ

ン
テ
リ
ア
製
品
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
商
品
を
展

示
し
て
い
る
。11
月
10
日
ま
で
。

オンラインギャラリー https://www.brooklynbbfl .com/2022lovejapanproject01.html
にて商品を見ることもできる。

九州・中国・四国

サステナブル展

J コラボで開催中

STONEWALLING: Courtesy of Film at Lincoln Center

tel:9175773969
http://kkobo.com/
https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
https://www.sakuracollection.com
http://www.filmlinc.org
http://www.filmlinc.org
http://www.filmlinc.org
https://www.brooklynbbfl
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JOES Davos Next 2022第
１
部
が
終
了

　

全
世
界
日
本
人
学
校
校
長
会

が
主
催
し
、
海
外
子
女
教
育
振

興
財
団
︵
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
︶
が
運
営

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
世
界

的
な
学
習
サ
ミ
ッ
ト
﹁JO

E
S 

D
avos N

ext 2022

﹂
の
第

１
部
の
基
調
講
演
が
、
現
在
海

外
に
在
住
し
て
い
る
児
童
生
徒

や
帰
国
子
女
な
ど
小
学
高
学
年

か
ら
中
学
生
ま
で
を
中
心
と
し

た
約
９
５
０
０
人
か
ら
参
加
申

し
込
み
を
受
け
付
け
、
日
本
時

間
６
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

講
演
は
、
京
都
大
学iPS

細
胞
研
究
所
名
誉
所
長
の
山
中

伸
弥
教
授
を
講
師
に
迎
え
﹁
夢

を
叶
え
る
力
﹂
と
い
う
テ
ー
マ

で
行
わ
れ
た
。V

ision

︵
夢
・

目
標
︶
を
し
っ
か
り
持
ち
そ
れ

に
向
か
っ
て
懸
命
に
努
力
す
る

こ
と
、
異
分
野
の
人
と
交
流
す

る
こ
と
、
変
化
を
味
方
に
つ
け

る
こ
と
な
ど
、
自
分
の
夢
に
向

か
っ
て
諦
め
ず
に
努
力
し
続
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
自
身
の
経

験
も
踏
ま
え
て
説
明
し
、
未
来

を
担
う
子
供
た
ち
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。
ま
た
、
質
疑
応
答
で

世
界
か
ら
直
接
ラ
イ
ブ
で
山
中

教
授
と
話
を
す
る
機
会
も
設
け

ら
れ
、
参
加
し
た
中
学
生
か
ら

﹁
生
き
も
の
の
一
生
の
意
味
と

は
？
﹂
と
い
う
深
い
内
容
の
質

問
も
寄
せ
ら
れ
た
。
視
聴
者
か

ら
は
﹁
自
分
の
夢
に
前
向
き
に

進
ん
で
い
く
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
﹂︵
小
学
生
・
北
米
︶、﹁
人

の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
な

と
思
い
ま
し
た
﹂︵
小
学
生
・

ア
ジ
ア
︶
な
ど
の
前
向
き
な
感

想
が
述
べ
ら
れ
た
。
講
演
の
録

画
は
12
月
20
日
ま
で
左
記
Ｕ
Ｒ

Ｌ
よ
り
視
聴
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
次

世
代
を
担
う
児
童
生
徒
が
世
界

的
課
題
に
対
し
て
関
心
を
持

ち
、﹁
自
ら
調
べ
、
考
え
、
発

信
し
、
行
動
す
る
﹂
主
体
性
を

養
い
、
異
な
る
視
点
を
持
つ
仲

間
と
連
携
・
協
働
し
て
磨
き
合

っ
て
、
そ
の
課
題
解
決･

改
善

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
く

き
っ
か
け
と
な
る
学
び
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
た
。
第
１
部
の
基
調

講
演
に
続
き
、
第
２
部
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
︵
協
働
作
業
︶
で

は
、
世
界
中
の
仲
間
と
と
も
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
行
い
、

学
び
を
深
め
る
。
さ
ら
に
、
第

3
部
の
交
流
会
で
は
、
世
界
中

の
児
童
生
徒
た
ち
が
少
人
数
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
オ
ン
ラ

山
中
伸
弥
教
授
が
基
調
講
演

世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
が
視
聴

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
︵
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

／
在
籍
数
１
７
５
名　

藤
田
真

祐
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶
で
は
、

９
月
17
日
に
運
動
会
を
行
っ

た
。
幼
児
部
か
ら
高
等
部
ま
で

全
校
生
が
一
堂
に
会
し
て
の
運

動
会
に
、
職
員
も
子
供
達
も
最

初
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
集
ま

っ
た
が
、
高
等
部
生
徒
会
の
活

気
あ
る
放
送
に
大
き
な
盛
り
上

り
を
見
せ
た
。

　

青
空
が
遠
く
ま
で
広
が
る

中
、
幼
児
部
演
技
に
始
ま
り
、

二
人
三
脚
、
徒
競
走
、
台
風
の

目
、
大
玉
転
が
し
な
ど
、
次
々

に
競
技
が
行
わ
れ
た
。
保
護
者

競
技
の
綱
引
き
に
は
例
年
以
上

に
保
護
者
の
参
加
が
見
ら
れ
、

迫
力
の
あ
る
戦
い
に
子
供
達
は

﹁
う
ち
の
お
父
さ
ん
、
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
頑
張
っ
た
、
す
ご
か
っ

た
﹂
と
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ

た
。

　

同
校
運
動
会
で
は
、
伝
統
的

に
中
学
部
と
高
等
部
の
生
徒
が

中
心
と
な
っ
て
運
営
を
担
う
。

今
年
度
の
運
動
会
で
も
放
送
、

用
具
、
得
点
の
担
当
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
よ
く
考
え
、
行
動

し
、
同
校
ら
し
い
運
動
会
と
な

っ
た
。

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校

大
運
動
会
開
催

イ
ン
で
意
見
交
換
を
行
う
。

　

運
営
の
海
外
子
女
教
育
振
興

財
団
で
は
、
10
年
後
に
は
社
会

に
出
て
い
く
こ
と
に
な
る
子
供

た
ち
が
、
気
付
き
や
学
び
を
得

て
未
来
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み

出
す
力
が
湧
く
よ
う
な
機
会
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計

画
・
展
開
し
て
い
く
方
針
だ
。

https://w
w

w
.joes.or.jp/

kojin/jdnext

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
の
２
年

生
11
人
が
14
日
、
生
活
科
移
動

教
室
と
し
て
マ
リ
タ
イ
ム
水
族

館
を
訪
れ
た
。
２
年
生
は
生
活

科
﹁
生
き
物
と
な
か
よ
し
﹂
で

身
の
回
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
き

物
を
観
察
し
た
り
、
大
切
に
育

て
た
り
す
る
学
習
を
行
っ
て
い

る
。
今
回
の
は
海
の
生
き
物
に

関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
訪
れ
た
。

　

水
族
館
に
入
る
と
、
ど
の
子

も
さ
ま
ざ
ま
な
魚
を
興
味
深
く

見
入
っ
て
、
色
や
形
、
大
き
さ

な
ど
を
熱
心
に
観
察
し
た
。
ま

た
、
普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と

の
な
い
不
思
議
な
生
き
物
や
大

き
な
魚
を
見
る
と
驚
き
の
声
を

挙
げ
て
い
た
。
水
族
館
で
は
エ

イ
や
ク
ラ
ゲ
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
な

ど
を
実
際
に
触
る
こ
と
が
で

き
、
子
供
た
ち
は
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
感
触
を
実
感
し
て
い

た
。﹁
エ
イ
の
体
っ
て
に
ゅ
る

に
ゅ
る
し
て
い
る
﹂﹁
ク
ラ
ゲ

の
体
は
ゼ
リ
ー
み
た
い
﹂
な

ど
、
子
供
ら
し
い
素
直
な
感
想

が
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー

プ
で
協
力
し
な
が
ら
行
動
す
る

こ
と
や
、
時
間
を
守
る
こ
と
な

ど
心
掛
け
て
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
充
実
し
た
学
び

と
な
っ
た
。

NY日本人学校

水族館見学

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
﹁
に
ほ
ん

ご
で
あ
そ
ぼ
う
﹂
は
10
月
２
日

︵
日
︶、﹁
運
動
会
ご
っ
こ
﹂
を

開
催
す
る
。
募
集
は
８
家
族
程

度
で
、玉
入
れ
や
綱
引
き
な
ど
、

運
動
会
の
競
技
を
親
子
で
体
験

す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルnichinichi.

asob
o.n

y
ik

u
ei@

g
m

ail.
com

ま
で
。

　

﹁
に
ち
よ
う
び
は
に
ほ
ん
ご

で
あ
そ
ぼ
う
﹂
は
８
月
28
日
に

﹁
夏
祭
り
ご
っ
こ
﹂
を
行
い
、

子
ど
も
達
は
浴
衣
や
甚
平
・
法

被
な
ど
を
着
て
参
加
し
た
。
大

き
な
和
太
鼓
を
叩
い
た
り
、
学

園
オ
リ
ジ
ナ
ル
盆
踊
り
﹁
よ
い

こ
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
音
頭
﹂
を

踊
っ
た
。
そ
の
後
、
屋
台
体
験

で
、
た
こ
焼
き
・
焼
き
そ
ば
、

イ
カ
焼
き
・
焼
き
も
ろ
こ
し
な

ど
の
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
、
ス

ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
と
輪
投

げ
や
ミ
ニ
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
、
さ
か

な
釣
り
な
ど
を
し
て
、
夏
祭
り

ご
っ
こ
の
思
い
出
を
作
っ
た
。

に
ほ
ん
ご
で
あ
そ
ぼ
う

運動会ごっこ

職
場
の
苦
労
と
楽
し
さ

 　

Ｕ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
ワ
ー
ル

ド
・
レ
ポ
ー
ト
誌
は
12
日
、
毎

年
恒
例
の
米
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
を
発
表
し
た
が
、
昨
年
２
位

だ
っ
た
名
門
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

は
、
同
誌
に
不
正
な
デ
ー
タ
を

提
出
し
た
こ
と
を
認
め
た
こ
と

で
、
22
〜
23
年
度
は
18
位
と
な

っ
た
。 

不
正
デ
ー
タ
の
発
覚

は
、
同
大
学
数
学
科
の
マ
イ
ケ

ル
・
タ
デ
ウ
ス
教
授
が
今
年
２

月
、
同
ラ
ン
キ
ン
グ
が
始
ま
っ

た
１
９
８
３
年
当
初
、
18
位
だ

っ
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
評
価

が
ど
う
や
っ
て
急
速
に
上
が
っ

た
の
か
を
問
う
ブ
ロ
グ
を
投
稿

し
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。 大

学
番
付
で
18
位
に

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
転
落

http://starchildny.com
https://www.petit-allonge-bella.com/
http://www.jwsnj.org/
http://www.newjersryjapaneseschool.org
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Ｑ　

現
地
校
に
子
ど
も
を
通
わ

せ
て
い
ま
す
が
、
歯
科
矯
正
を

し
よ
う
か
迷
っ
て
い
ま
す
。
通

院
の
た
め
に
学
校
を
遅
刻
早
退

し
て
出
席
日
数
に
影
響
が
出
な

い
か
、
痛
く
て
勉
強
や
課
外
活

動
が
で
き
ず
に
治
療
を
諦
め
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配

を
し
て
い
ま
す
。

Ａ　

当
時
小
３
の
長
男
と
小
２

の
長
女
は
、
渡
米
後
す
ぐ
に
歯

科
矯
正
を
始
め
ま
し
た
。
治
療

を
始
め
る
前
に
、
ま
ず
親
子
で

医
師
と
面
談
が
あ
り
ま
す
。
親

に
は
治
療
に
か
か
る
年
数
や
治

療
方
法
、
費
用
に
つ
い
て
画
像

や
さ
ま
ざ
ま
な
症
例
を
使
っ
て

丁
寧
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
に
は
、
絵

本
や
動
画
を
使
っ
て
歯
磨
き
の

徹
底
と
甘
い
も
の
や
炭
酸
飲
料

を
控
え
る
こ
と
な
ど
、
治
療
中

の
心
構
え
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
歯
科
矯
正
は
、
単
に
美
意

識
だ
け
で
な
く
、
噛
み
合
わ
せ

が
悪
い
と
集
中
力
が
落
ち
て
学

業
や
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
し
て
健
康

に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う

の
が
ア
メ
リ
カ
で
の
一
般
常
識

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

す
べ
て
の
歯
が
乳
歯
の
う
ち
か

ら
治
療
を
始
め
る
子
ど
も
が
多

い
よ
う
で
す
。
そ
の
方
が
短
期

間
に
簡
便
な
器
具
で
、
痛
み
も

少
な
く
、
子
ど
も
に
と
っ
て
の

負
担
が
少
な
い
治
療
が
可
能
と

な
る
か
ら
で
す
。
残
念
な
が
ら

我
が
子
の
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど

永
久
歯
に
生
え
替
わ
っ
た
後
だ

っ
た
の
で
﹁
も
っ
と
早
く
始
め

れ
ば
痛
く
な
か
っ
た
の
に
…
﹂

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

治
療
が
始
ま
る
と
、
子
ど
も
た

ち
は
す
べ
て
の
歯
に
ブ
レ
ス
と

い
う
金
属
器
具
を
装
着
し
、
夜

は
ヘ
ッ
ド
ギ
ア
を
付
け
て
就
寝

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
個

人
差
も
あ
り
ま
す
が
、
治
療
を

し
た
当
日
は
痛
み
が
あ
る
の

で
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
習
い
事

を
休
み
、
勉
強
も
軽
く
済
ま
せ

て
ス
ー
プ
や
シ
チ
ュ
ー
の
よ
う

な
柔
ら
か
い
食
事
で
過
ご
し
ま

し
た
。
治
療
す
る
日
は
前
も
っ

て
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
予
定
を
立
て
て
い
れ
ば

問
題
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
日

本
で
は
ブ
レ
ス
が
目
立
た
な
い

よ
う
に
歯
の
裏
側
に
装
着
す
る

タ
イ
プ
や
透
明
な
も
の
を
付
け

る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
歯
科

矯
正
が
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

子
ど
も
が
金
属
の
も
の
を
付
け

て
い
ま
す
。
治
療
中
の
楽
し
み

は
、
ブ
レ
ス
に
付
け
る
バ
ン
ド

を
時
折
自
分
の
好
き
な
色
に
付

け
替
え
る
こ
と
で
す
。
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
は
オ
レ
ン
ジ
と
黒
、
ク
リ

ス
マ
ス
は
赤
と
緑
、
イ
ー
ス
タ

ー
は
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
…
、
こ

ん
な
時
で
も
遊
び
心
を
忘
れ
な

い
の
が
こ
の
国
の
ス
タ
イ
ル

で
す
。
ま
た
平
日
に
矯
正
歯

科
へ
通
う
場
合
は
﹁School 

E
xcuse

﹂
と
い
う
証
明
書
を

発
行
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
学

校
の
記
録
に
遅
刻
や
早
退
は
つ

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と

も
事
前
に
医
師
に
確
認
を
と
り

ま
し
ょ
う
。
長
男
は
予
定
通
り

に
永
久
歯
が
生
え
て
こ
な
か
っ

た
た
め
に
、
全
身
麻
酔
を
し
て

永
久
歯
を
引
っ
張
り
出
す
手
術

も
受
け
ま
し
た
。
長
女
は
治
療

の
後
半
で
着
脱
可
能
な
リ
テ
ー

ナ
ー
を
使
用
し
て
い
た
時
に
、

学
校
の
ラ
ン
チ
の
あ
と
に
誤
っ

て
捨
て
て
し
ま
い
、
作
り
直
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
１
回

目
は
保
険
が
効
き
ま
し
た
が
、

２
回
目
は
自
費
に
な
り
、
長
女

も
反
省
し
て
い
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
経
験
を
経
て
、
約
６
年

か
け
て
子
ど
も
た
ち
の
歯
科
矯

正
は
終
了
し
ま
し
た
。
日
本
に

帰
国
後
も
、
家
族
で
４
か
月
ご

と
に
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
通

い
、
健
康
な
歯
を
維
持
す
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
注
意

点
と
し
て
、
治
療
途
中
に
日
本

へ
本
帰
国
す
る
と
、
日
本
で
は

そ
の
続
き
を
治
療
し
て
も
ら
う

の
が
困
難
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
帰
国
す
る
時
期
が
決
ま

っ
て
い
る
場
合
は
、
治
療
を
始

め
る
前
に
医
師
に
相
談
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

今
か
ら
50
年
ほ
ど
前
、
私
が

小
学
生
の
頃
、
日
本
で
苦
痛
に

耐
え
て
歯
科
矯
正
し
た
の
と
は

全
く
様
子
が
違
い
、
歯
の
大
切

さ
を
学
び
つ
つ
、
長
期
間
と
な

る
歯
科
矯
正
を
楽
し
み
な
が
ら

行
う
ア
メ
リ
カ
の
ス
タ
イ
ル
を

体
験
で
き
た
こ
と
は
、
私
た
ち

家
族
の
大
き
な
財
産
に
な
っ
て

い
ま
す
。

﹁
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

母
の
会
﹂

で
は
﹁
母
親
が
歩
い
て
見
た
帰

国
生
の
た
め
の
学
校
案
内
﹂
を

毎
年
九
月
に
発
行
し
て
い
ま

す
。
帰
国
生
入
試
を
行
う
首
都

圏
の
学
校
を
訪
問
し
て
集
め
た

帰
国
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
入

試
・
編
入
情
報
な
ど
を
掲
載
、

帰
国
生
の
ご
家
庭
か
ら
好
評
を

頂
い
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

の
上
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本欄への相談は 
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アメリカでの子どもの歯科矯正

　

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
幼
児
部

︵
高
畑
誠
校
長
︶
は
10
日
、
秋

の
親
子
遠
足
を
ヴ
ァ
ン
・
ゾ
ー

ン
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
・
パ
ー
ク

で
実
施
し
た
。
児
童
と
保
護
者

は
広
場
に
集
ま
り
、
簡
単
な
準

備
体
操
を
し
て
体
を
ほ
ぐ
し
た

後
、
輿
引
き
、
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
、

ボ
ー
ル
運
び
、
ジ
ャ
ン
プ
渡
り
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
綱
引
き
な
ど

の
競
技
に
取
り
組
ん
だ
。

　

特
に
盛
り
上
が
っ
た
の
は
綱

引
き
。
幼
児
部
の
子
ど
も
達
に

と
っ
て
は
初
め
て
の
綱
引
き
な

の
で
、
綱
を
ま
た
い
で
引
っ
張

ろ
う
と
す
る
子
、
引
っ
張
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
方
向
と
は
逆

に
動
こ
う
と
す
る
子
な
ど
、
保

護
者
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
て

も
や
は
り
力
と
力
の
ぶ
つ
か
り

合
い
は
、
小
さ
い
体
と
は
い
え

迫
力
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
行

わ
れ
た
保
護
者
の
綱
引
き
も
迫

力
満
点
。
綱
が
切
れ
ん
ば
か
り

に
引
っ
張
り
合
っ
て
い
た
。
ひ

と
汗
か
い
た
後
は
お
弁
当
タ
イ

ム
。
ピ
ク
ニ
ッ
ク
風
に
マ
ッ
ト

を
敷
き
、
ク
ラ
ス
で
一
緒
に
ラ

ン
チ
を
食
べ
た
。

 

３
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
親
子

遠
足
だ
っ
た
が
、
す
が
す
が
し

い
天
気
の
中
、
子
ど
も
達
、
そ

し
て
保
護
者
達
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。

親
子
で
楽
し
む

遠
足
体
験

年
生
５
人
、
９
年
生
12
人
は
１

日
、
２
日
の
両
日
、
小
売
店
な

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
の
７

ど
７
つ
の
事
業
所
で
３
年
ぶ
り

の
職
場
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

公
共
図
書
館
で
体
験
し
た
生
徒

は
、﹁
職
員
た
ち
の
願
い
や
誇

り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
自
分
達
が
考
え
て
作
っ

た
も
の
が
実
際
に
相
手
に
届
く

と
い
う
事
は
と
て
も
嬉
し
い
こ

と
だ
と
知
っ
た
﹂
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
働
く
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
な
る
こ
と
も
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
や
学
校
の
幼

稚
部
で
体
験
し
た
生
徒
は
﹁
園

児
の
性
格
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の

で
、
接
し
方
を
変
え
な
い
と
い

け
な
く
て
難
し
か
っ
た
が
、
元

気
な
子
供
た
ち
と
遊
ん
で
笑
顔

を
見
て
い
る
と
、
大
変
な
思
い

が
癒
さ
れ
た
﹂﹁
授
業
後
の
準

備
や
裏
方
の
大
変
さ
を
知
れ
て

良
か
っ
た
﹂
な
ど
、
働
く
こ
と

の
大
変
さ
と
同
時
に
、
楽
し
さ

や
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

た
。

　

今
回
の
２
日
間
の
職
場
体
験

学
習
は
、
普
段
の
生
活
で
は
経

験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
り
、
各
事
業
所
の
お
か
げ

で
、
働
く
こ
と
の
意
義
や
将
来

の
自
分
の
職
業
を
考
え
る
貴
重

な
体
験
と
な
っ
た
。

職
場
の
苦
労
と
楽
し
さ

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
の
中
学
生
が
体
験
学
習

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
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あ
な
た
も
日
本
へ
の
帰
国

を
悩
ん
で
い
る
お
一
人
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ
こ
最
近
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
あ
り
、

日
本
へ
本
帰
国
す
る
方
が
非

常
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
、﹁FU

RU
SA

T
O

 
PRO

JECT

﹂
は
２
０
１
６

年
か
ら
ア
メ
リ
カ
在
住
の
日

本
人
で
日
本
へ
帰
国
す
る
方

の
サ
ポ
ー
ト
を
開
始
し
ま
し

た
。

こ

のFU
RU

SA
T

O
 

PRO
JECT

の
運
営
母
体
は

東
京
品
川
に
オ
フ
ィ
ス
が
あ

る
一
般
社
団
法
人N

EX
T

 
G

E
N

E
R

A
T

IO
N

で

す
。

２
０
２
０
年
か
ら
、
週
刊
Ｎ

Ｙ
生
活
を
発
行
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
と

パ
ー
ト
ナ
ー
提
携
を
組
み
、

FU
R

U
SA

T
O

 PR
O

JE
C

T

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
窓
口
を
開

設
し
、
同
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
創
設
し
ま
し
た
。
現
在

で
は
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

１
２
０
名
以
上
の
方
々
に
会

員
登
録
を
し
て
頂
い
て
い
ま

す
。

　

な
ぜ
、
私
た
ち
が
こ
の
日

本
へ
の
帰
国
サ
ポ
ー
ト
を
始

め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
、
あ
る
一
人
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
在
住
日
本
人
の
体

験
を
耳
に
し
、
少
し
で
も
力

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。
訪
米
し
て
約
50
年
間

過
ご
し
た
日
本
人
の
方
で
す

が
、
ア
メ
リ
カ
で
の
高
額
な

介
護
費
用
、
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
考
え
故
郷
で
あ
る
日
本
へ

の
帰
国
を
考
え
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
重
い
心
臓
病
を
抱

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
主
治

医
か
ら
飛
行
機
の
搭
乗
の
許

可
が
降
り
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。﹁
も
っ
と
早
め
に
日
本
へ

の
帰
国
を
考
え
て
行
動
し
て

い
れ
ば
良
か
っ
た
﹂
と
後
悔

さ
れ
て
い
る
話
を
伺
い
ま
し

た
。
そ
の
お
話
を
聞
い
た
際

に
、
早
い
段
階
で
日
本
へ
の

帰
国
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
、

日
本
で
過
ご
し
た
い
と
い
う

想
い
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

FU
R

U
SA

T
O

 PR
O

JE
C

T

を
始
動
し
、
帰
国
に
関
わ
る

必
要
な
こ
と
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
支
援
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

F
U

R
U

S
A

T
O

 
PRO

JECT

の
取
り
組
み
は
、

日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

る
方
の
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
日
本
帰
国
の
準
備
の
進

め
方
に
つ
い
て
、
お
金
や
税

務
、
健
康
、
家
探
し
、
介
護

施
設
探
し
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
︵
会
員
︶

を
作
り
、
定
期
的
な
メ
ル
マ

ガ
や
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
セ
ミ
ナ

ー
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
有
料
会
員
と
無
料
会
員

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
左
記

の
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
毎
月
︵
年
12
回
︶

の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
日
本

帰
国
へ
の
準
備
の
支
援
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
、
日
本
へ

の
一
時
帰
国
の
際
の
支
援
サ

ー
ビ
ス
、
米
国
公
認
会
計
士

や
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
な
ど
各
専
門
家
の
ご

紹
介
、
日
本
へ
の
本
帰
国
時

の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
延
べ

１
０
０
件
以
上
の
個
別
相
談

を
行
い
、
日
本
へ
の
帰
国
を

ご
支
援
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

日
本
へ
の
帰
国
を
悩
ま
れ

て
い
る
方
、
日
本
へ
の
帰
国

で
お
手
伝
い
が
必
要
な
方
は

ま
ず
気
軽
に
無
料
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
員
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
サ
ポ
ー
ト
を
お
急

ぎ
の
方
は
、
Ｎ
Ｙ
相
談
窓
口

に
﹁
個
別
相
談
﹂
希
望
の
旨

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、

担
当
よ
り
個
別
相
談
の
ご
案

内
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま

た
ご
友
人
な
ど
で
、
日
本
へ

の
帰
国
を
悩
ま
れ
て
い
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、

是

非

こ

のFU
RU

SA
T

O
 

PRO
JECT

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

活動/サポート内容

サポート実績

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

・日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ（無料会員版）
で届く

・セミナー情報の案内が優先的に届く

・お悩みに対してNY相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報を知れる

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティングサポート

・各プロフェッショナルご
紹介（米国公認会計士、
ファイナンシャルプラン
ナーなど）

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
配信（メルマガ、シーク
レットセミナー等）

・個別相談件数１００件
以上

・日本完全帰国、日本一時
帰国、米国公認会計士や
ファイナンシャルプラン
ナーによるお金や税務の
サポート、健康個別サ
ポートその他多数の実績

・ＮＹ、ＮＪ、ボストン、
ＬＡで現地セミナー開催
（参加者合計２００名
以上）

無料会員の特典をさらにパワーアップした、有料会員限定
の特典です。

・有料会員限定の日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ
で届く

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員の
方同士でオンライン、オフラインで繋がれる）

・セミナーの優先案内と優先申込

・ワークショップセミナーに参加できなかった方に後日
セミナーの動画配信

・有料会員限定のイベントに参加

・FURUSATO PROJECT支援サービスを特別価格にてご
提供

・少人数制のシークレットセミナーの参加費無料（一般
参加は２０００円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受けられ
ます。

・会費：月１６５０円（税込）

NY 支部：FURUSATO PORJCT NY 事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT 事務局
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一
般
社
団
法
人
Ｋ
Ｊ
、
Ｉ
Ｆ

Ａ
国
際
ア
ー
ト
連
盟
主
催
の
花

と
音
楽
の
祭
典
、
第
10
回
カ
ジ

キ
ス
・
シ
ョ
ー
が
10
月
４
日

︵
火
︶
午
後
７
時
30
分
か
ら
カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の
ワ
イ
ル
・

リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル
︵
７
番
街

57
丁
目
︶
で
開
催
さ
れ
る
。
出

演
者
は
、
り
ん
と
も
シ
ス
タ
ー

ズ
、
山
崎
賢
一
、
松
本
藍
、
和

嶋
静
代
、
イ
ザ
ベ
ラ
・
マ
リ
ア
・

ト
ー
レ
ス
。
主
催
者
代
表
で
、

本
紙
連
載
コ
ラ
ム
﹁
風
の
ま
ま

に
﹂
を
執
筆
す
る
梶
木
敏
巳
氏

が
司
会
を
務
め
る
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
の

﹁
り
ん
と
も
シ
ス
タ
ー
ズ
﹂
の

妹
の
巴
美
さ
ん
は
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ナ
ー
。
女
優
で
実
姉
の
林

子
さ
ん
と
ザ
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を

カ
バ
ー
し
て
歌
う
デ
ュ
ッ
ト
の

姉
妹
だ
。
姉
の
林
子
さ
ん
は
新

劇
出
身
の
女
優
。
妹
の
巴
美
さ

ん
は
17
歳
で
全
国
新
人
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
で
優
勝
し
、
当
時
の

話
題
の
映
画
月
光
仮
面
で
デ
ビ

ュ
ー
。
１
９
８
１
年
に
は
ア
イ

ド
ル
歌
手
と
し
て
日
本
歌
謡
大

賞
新
人
賞
を
受
賞
。
そ
の
後
に

サ
ス
ペ
ン
ス
劇
場
や
時
代
劇
で

そ
れ
ぞ
れ
芸
能
界
で
斉
藤
姉
妹

は
長
く
活
躍
中
だ
。

　

２
人
の
出
演
に
は
、
俳
優
の

松
平
健
さ
ん
か
ら
今
回
特
別
に

公
演
開
催
へ
向
け
た
祝
辞
と
応

援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
日
本
か
ら

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
﹁
参
加
し
て

い
る
り
ん
と
も
シ
ス
タ
ー
ズ
と

は
、
公
私
に
渡
り
お
付
き
合
い

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
同

じ
音
楽
を
愛
す
る
者
と
し
て
、

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の
大
舞
台

で
歌
唱
で
き
る
こ
と
を
と
て
も

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
彩

る
豊
か
な
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
日
本
の

皆
様
と
を
と
り
結
ん
で
い
つ
ま

で
も
続
く
こ
と
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
﹂
と
エ
ー

ル
を
贈
っ
て
い
る
。

　

声
楽
家
の
和
嶋
静
代
は
、
佐

賀
県
伊
万
里
市
出
身
。
ハ
ウ
ス

テ
ン
ボ
ス
歌
劇
学
院
声
楽
講

師
。
声
楽
＆
ピ
ア
ノ
教
室
﹁
星

の
子
音
楽
教
室
﹂
主
宰
。
タ
レ

ン
ト
事
務
所
の
ボ
ー
カ
ル
講

師
、
合
唱
団
指
導
、
看
護
学
校

講
師
、こ
ど
も
園
の
歌
唱
指
導
、

保
育
園
習
字
教
室
講
師
等
、
後

進
の
指
導
に
あ
た
り
な
が
ら
、

自
身
の
演
奏
活
動
も
多
岐
に
わ

た
る
。
人
の
心
に
寄
り
添
う
優

し
い
歌
声
に
は
定
評
が
あ
る
。

　

歌
手
の
松
本
藍
は
佐
賀
県
唐

津
市
出
身
。
西
南
学
院
大
学
経

済
学
部
を
卒
業
後
、
単
身
で
渡

米
。
語
学
学
校
に
通
い
な
が
ら

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
歌
唱
を
学

び
、
教
会
で
本
格
的
な
ゴ
ス
ペ

ル
へ
参
加
。
帰
国
後
は
、
上
京

しStarLights 

と
い
う
現
在

も
参
加
を
続
け
て
い
る
コ
ー
ラ

ス
グ
ル
ー
プ
へ
加
入
。
現
在
は

昭
和
歌
謡
を
中
心
に
ソ
ロ
で
定

期
出
演
を
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
参
加
す

る
バ
レ
リ
ー
ナ
の
イ
ザ
ベ
ラ
・

ト
ー
レ
ス
は
、
東
京
生
ま
れ
。

3
歳
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ

を
始
め
る
。
２
０
１
９
年
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
て
バ
レ
エ
教
室

Petit Allongé Bella NY

を

設
立
。
ス
タ
ジ
オ
の
プ
リ
ン
シ

パ
ル
と
し
て
現
在
活
動
し
て
い

る
。
同
公
演
に
は
、
日
本
舞
踊

の
尚
蘭
月
、
書
道
家
の
山
口
観

風
が
参
加
す
る
。

来
場
者
に
特
製
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
贈
呈

尚蘭月

メッセージを寄せた松平健

山
崎
賢
一

松
本
藍

和
嶋
静
代

山
口
観
風

イ
ザ
ベ
ラ
・
ト
ー
レ
ス

梶
木
敏
巳
代
表

松
平
健
さ
ん
が

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

カジキスショー
10 月４日（火） カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で

花
と
音
楽
の
祭
典

りんともシスターズ

無料招待チケット申し込みは
Ｅメール　kj.inter.artist@gmail.com

電話： 917-873-4547
　当日券あり。会場入り口でもスタッフが入場チ
ケットを配布する。先着順で 250 席分のチケット
がなくなり次第配布終了。当日は午後６時 30 分
ごろから劇場前で当日券を配布する。

ク
リ
ス
タ
ル
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
ボ
ー
ル
ペ
ン
■
日
本
で
は
と
て
も

人
気
の
ク
リ
ス
タ
ル
で
キ
ラ
キ
ラ
な
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
全
員
に

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:kj.inter.artist@gmail.com
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新俳句グランプリ 2022

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2022は、米国東部時間2022年1月1日12:00AMから2022年10月31日
11:59PMまで開催します。

＊11月1日から12月31日にされた応募は2023年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社および

これらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、募

集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。

日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問

いません。

英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。

18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。

［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Emai l　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、

HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。

応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお送

りください。

オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。

※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。

応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権者

のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ

らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ

せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。

・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補作

品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるために

は、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2022年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%

金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称

略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作

品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書

類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー

候 補 作 品 は 、各 応 募 期 間 の 翌 月 第 4 週 号 の「 週 刊 N Y 生 活 」、ウ ェ ブ サ イト

 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、

2023年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項は、

ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り

9 9/1/22 9/30/22 11:59:59pm 9/30/22

10 10/1/22 10/31/22 11:59:59pm 10/31/22

応募
期間

開始 終了
候補者への
おおよその

通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18 歳未満部門
から選出される

候補作品

9 9/1/22 10/4/22 10/5/22 7 7 7

10 10/1/22 11/4/22 11/5/22 7 7 7

北米伊藤園新俳句グランプリ2022　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

芝
刈
り
の 

疲
れ
を
飛
ば
す 

レ
モ
ネ
ー
ド
　 

ケ
ー
シ
ー
・
デ
レ
ッ
ク  

Ｐ
Ａ
州

夜
半
の
雨 

思
い
出
し
泣
き 

し
て
は
止
み

宮
下
雪
美  

Ｍ
Ａ
州

吾あ

こ子
い
ず
こ 

流
る
る
夏く

も雲
の 

か
な
た
へ
か
　

高
尾
利
子  

Ｎ
Ｙ
州

散
歩
道 
耳
骨
に
響
く 

蝉
し
ぐ
れ大

沼
順
子  

Ｎ
Ｙ
州

泣
き
べ
そ
や 

ジ
ェ
リ
ー
フ
ィ
シ
ュ
と 

夏
の
海

高
安
キ
ワ  

Ｎ
Ｊ
州

糸
と
ん
ぼ 

舞
っ
て
湖
水
の 

木
々
ゆ
ら
り

芦
川
桜
子  
Ｎ
Ｙ
州 

鉢
に
咲
く 

花
し
み
じ
み
と 

秋
隣  

川
越
範
子  

Ｐ
Ａ
州

よ
ー
い
ど
ん 

風
に
ま
け
る
な 

線
香
花
火 

　

富
松
健
太
郎  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
８
歳
︶
　

 

あ
じ
さ
い
の 

お
花
の
色
は 

土
ま
か
せ     

橋
本
奈
波  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
９
歳
︶

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ 

上
流
下
っ
て 

水
し
ぶ
き
　
　
　
　
　
　

ワ
ー
シ
ュ
ア
リ
ウ
ス  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
８
歳
︶

ミ
ン
ミ
ン
ミ
ン 

せ
み
と
な
か
よ
く 

ろ
て
ん
ぶ
ろ
　
　
　

そ
め
谷
と
う
ま  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
９
歳
︶

日
や
け
し
た 

す
あ
し
で
な
み
と 

お
に
ご
っ
こ
　
　
　
　
　

前
迫
沙
羅  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
９
歳
︶

胸
躍
る 

祖
母
の
手
縫
い
の 

浴
衣
着
て

マ
ン
ト
ン
み
あ  

Ｐ
Ａ
州

︵
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２
　
16
歳
︶

新
学
期 

か
が
み
の
じ
ぶ
ん
に 

﹁
大
じ
ょ
う
ぶ
！
﹂

宇
佐
美
杏
里
彩  

Ｐ
Ａ
州

︵
ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本
語
学
園
小
４
　
10
歳
︶

previous owner
the bulbs describe her
all at once

─Dan Schwerin, WI
 
sea turtle
in a hundred years
sea turtle

─Ruth Holzer, VA

autumn chill
my dreams the colors
of a winter quilt
─Roberta Beach Jacobson, IA 

barefoot
willow tips squiggle
the stream

─Julie Schwerin, WI

repeating
the same story
cicada
─Barbara Kaufmann, NY

marigold bouquet
the thick scent
of summer’s end

─Barrie Levine, MA

「8月選考通過作品」

　　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2022」の8月分の応募を締め切り、厳
正な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳

未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂い

たことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日

本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選出

されます。現在も引き続き9月分の応募を受け付けており、10月31日まで

随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

no matter how it ends a bluebird’s song
─Kat Lehmann, CT

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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今
回
は
、
英
語
の
発
音
練
習

中
に
決
し
て
し
て
は
い
け
な
い

こ
と
を
一
つ
お
教
え
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
日
本
語
と
同
じ
感
覚

で
口
を
開
け
て
、
舌
の
動
き
を

練
習
す
る
こ
と
で
す
。
〇
〇
の

舌
は
こ
う
で
す
よ
、
な
ど
と
言

わ
れ
る
と
、
舌
の
形
や
動
き
を

鏡
で
確
認
し
た
く
な
り
ま
す
よ

ね
。
と
こ
ろ
が
こ
の
練
習
は
無

意
味
で
あ
る
ば
か
り
か
、
健
康

上
と
て
も
危
険
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
日
本
人
は
、
口
周
り

の
表
情
筋
と
顎
と
舌
の
筋
肉
を

歯
車
の
よ
う
に
連
動
さ
せ
、
日

本
語
を
発
音
し
て
い
ま
す
。
こ

の
習
慣
的
な
筋
肉
連
動
を
解
か

発
音
そ
の
も
の
は
シ
ン
プ
ル
で

す
。
そ
れ
を
難
し
く
し
て
い
る

の
は
、
日
本
語
の
口
の
開
け
方

が
顎
と
舌
を
固
め
て
い
る
た
め

で
す
。
日
本
人
が
英
語
を
発
音

す
る
際
に
は
、
こ
の
筋
肉
連
動

を
緩
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
方
法
を
簡
単
な
動

画
に
し
ま
し
た
の
で
、
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
先
の
動
画
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。﹁
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
﹂著
者
。

slidemethod.com

口
を
大
き
く
開
け
て

舌
の
動
き
を
練
習
し
な
い
こ
と

ず
に
口
を
大
き
く
開
け
た
り
、

英
語
の
舌
の
動
き
を
練
習
し
た

り
す
る
と
、
顎
関
節
を
痛
め
る

原
因
と
な
り
ま
す
。
し
か
も
、

こ
の
筋
肉
連
動
は
舌
を
細
く
固

め
て
し
ま
う
た
め
、
そ
の
ま
ま

で
は
英
語
の
し
な
や
か
な
舌
の

動
き
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
子
供
達
が
簡
単

に
英
語
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
英
語

15

　

ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
、
同

社
の
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
投
稿
紹
介
し
て
い

るA
LB

IO
N

の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
化
粧
水
﹁
ス
キ
ン
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー 

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル 

Ｎ
﹂
に
﹁
い
い
ね
﹂
を
し
た
人

か
ら
抽
選
で
３
人
に
﹁Skin 

C
onditioner E

ssential N
 

110m
l

﹂
1
本
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
。
応
募
締
め
切
り
は
９

月
30
日
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
６
９
２
・
０
８
５
０
。

Ｅ
メ
ー
ル:quick@

919usa.
comク

イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ムhttps://

w
w

w
.in

stag
ram

.com
/

team
quickusa/

スキンコンディショナー

プレゼント 3 人に

年
金
相
談
室

海外年金相談センター

市川俊治
http://nenkinichikawa.org

質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
TEL&FAX 03-3226-3240

Ｓ
Ｓ
Ａ
か
ら
の
更
な
る
吉
報
！

厚
生
年
金
１
階
部
分
も
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
適
用
外
！

過
去
の
減
額
分
も
遡
っ
て
是
正
︵
後
編
︶

　

日
本
の
年
金
に
対
す
る
Ｗ
Ｅ

Ｐ
適
用
の
変
更
点
は
前
編
の
通

り
で
す
が
、
今
回
は
連
絡
事
項

と
お
願
い
で
す
。

︵
１
︶
米
国
年
金
受
給
申
請
時

に
Ｓ
Ｓ
Ａ
か
ら
日
本
の
年
金
受

給
確
認
が
あ
り
ま
す
。
米
国
在

住
の
受
給
者
は
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
﹁
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
送
金
通
知
書
﹂

を
証
拠
と
し
て
提
出
し
ま
す
。

通
知
書
に
は
基
礎
年
金︵B

asic 
Pension

︶

と

厚

生

年

金

︵E
m

ploy
ee’

s Pension

︶

の
２
か
月
分
の
年
金
額
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
①
Ｗ
Ｅ
Ｐ
適

用
対
象
は
厚
生
年
金
欄
の
金
額

だ
け
で
あ
り
、
基
礎
年
金
は
Ｗ

Ｅ
Ｐ
適
用
外
で
あ
る
こ
と
②
記

載
年
金
支
給
額
は
２
か
月
分
で

あ
る
こ
と
ー
を
Ｓ
Ｓ
Ａ
窓
口
担

当
者
に
明
確
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
日
本
在
住
の
受
給
者
は
﹁
国

民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
金
額

改
定
通
知
書
﹂
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

︵
２
︶
Ｓ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｐ

誤
適
用
是
正
の
方
針
は
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
が
、
私
と
し
て
は
、

現
場
レ
ベ
ル
で
Ｓ
Ｓ
Ａ
本
部
の

方
針
に
沿
っ
て
着
実
に
是
正
が

な
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
皆

さ
ん
に
お
願
い
で
す
が
、
今
後

Ｗ
Ｅ
Ｐ
に
絡
ん
だ
状
況
を
是
非

私
に
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
こ
の
吉
報
が
広
く
現
場
に

浸
透
す
る
ま
で
ウ
オ
ッ
チ
し
、

更
な
る
是
正
が
必
要
と
思
わ
れ

る
点
が
な
い
か
確
認
し
た
い
と

思
い
ま
す
。﹁
Ｗ
Ｅ
Ｐ
適
用
見

直
し
の
と
お
り
無
事
過
去
の
誤

適
用
が
返
金
さ
れ
た
﹂﹁
ソ
ー

シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
今
年

か
ら
新
た
に
受
給
し
た
が
Ｗ
Ｅ

Ｐ
の
適
用
無
く
満
額
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
た
﹂﹁
厚
生
年
金

受
給
者
だ
が
、
減
額
さ
れ
る
額

が
減
り
、
過
去
の
誤
適
用
分
が

返
金
さ
れ
た
﹂﹁
送
金
通
知
書

の
記
載
額
全
額
が
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の
対

象
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
﹂
等
何

で
も
結
構
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
に
と

っ
て
官
民
が
協
力
し
て
、
長
年

取
り
組
ん
で
き
た
Ｗ
Ｅ
Ｐ
誤
適

用
問
題
が
こ
の
よ
う
に
１
０
０

%

に
近
い
形
で
解
決
出
来
、
日

米
で
活
躍
さ
れ
る
方
々
の
老
後

の
保
障
に
少
し
で
も
寄
与
出
来

る
こ
と
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で

す
。
振
り
返
れ
ば
、
Ｗ
Ｅ
Ｐ
の

誤
適
用
で
減
額
さ
れ
た
方
か
ら

の
悲
痛
な
叫
び
を
受
け
て
取
り

組
ん
だ
誤
適
用
の
是
正
が
実
現

で
き
た
こ
と
は
凄
い
こ
と
だ
と

感
じ
ま
す
。
官
民
が
一
体
と
な

り
日
本
国
民
︵
日
本
の
年
金
受

給
者
︶
の
財
産
を
守
る
た
め
に

外
国
の
規
定
を
修
正
出
来
た
事

例
は
多
く
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
今
回
の
一
連
の
修
正

が
、
特
別
立
法
で
な
く
Ｓ
Ｓ
Ａ

か
ら
の
通
知
一
本
で
実
現
さ

れ
た
こ
と
に
も
驚
い
て
い
ま

す
。Fairness

を
大
切
な
規

範
と
す
る
ア
メ
リ
カ
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

末
筆
な
が
ら
、
在
米
日
本

大
使
館
の
冨
田
大
使
は
じ
め

職
員
の
皆
様
、
と
り
わ
け
窓

口
担
当
者
の
方
に
は
大
変
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
早

期
解
決
の
嘆
願
書
を
大
使
館
・

総
領
事
館
宛
に
投
稿
し
て
下

さ
っ
た
日
米
在
住
の
皆
様
、

更
に
は
全
米
の
日
本
人
会
、

日
本
商
工
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
紙
関
連
の
皆
様
、
私
の

活
動
を
支
え
て
下
さ
っ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に

心
よ
り
の
謝
意
を
申
し
上
げ

ま
す
。

本紙のオンラインギャラリーであなたのアート作
品を展示しませんか。参加者が増えています。　
https://nyseikatsu.com/gallery/

https://nyseikatsu.com/gallery/
mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://www.instagram.com/teamquickusa/
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私
は
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
。

最
後
に
な
る
と
思
っ
て
い
た

か
ら
だ
。
私
は
走
る
の
が
速

く
な
い
。
徒
競
走
で
も
勝
て

な
か
っ
た
。

　

﹁
位
置
に
つ
い
て
、
よ
ー
い

ど
ん
！
﹂
と
聞
こ
え
た
と
た

ん
走
り
出
し
た
。
ネ
ッ
ト
を

く
ぐ
っ
て
出
て
き
た
時
は
最

後
だ
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
最
後

か
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
時
﹁
ゴ

ー
、
リ
リ
ア
、
ゴ
ー
！
﹂
と

父
の
お
う
え
ん
が
聞
こ
え
た
。

そ
の
声
で
も
っ
と
が
ん
ば
れ

る
と
思
っ
た
。
も
っ
と
が
ん

ば
り
た
い
と
思
っ
た
。
そ
の

時
縄
飛
び
が
目
に
入
っ
た
。

私
の
得
意
な
縄
飛
び
だ
。
み

ん
な
に
追
い
つ
け
る
か
も
し

れ
な
い
と
思
っ
た
。

　

縄
飛
び
が
終
わ
っ
た
時
に

は
二
番
に
な
っ
て
い
た
の
は

び
っ
く
り
し
た
。
父
か
ら
パ

ワ
ー
を
も
ら
っ
た
気
分
に
な

っ
た
。﹁
も
う
す
ぐ
ゴ
ー
ル
だ
。

あ
ん
ぱ
ん
を
取
っ
て
、
す
ぐ

に
走
っ
た
ら
一
番
に
な
れ

る
！
﹂

　

縄
飛
び
を
落
と
し
て
あ
ん

ぱ
ん
に
勢
い
よ
く
近
づ
い
た
。

一
回
目
は
あ
ん
ぱ
ん
が
ゆ
れ

て
い
て
つ
か
め
な
か
っ
た
。

ま
だ
一
番
の
子
も
取
れ
て
い

な
い
。﹁
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
！
﹂

二
回
目
で
あ
ん
ぱ
ん
は
取
れ

た
。
一
番
の
子
よ
り
先
に
取

れ
た
。
だ
け
ど
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。﹁
あ
れ
？
ま
だ
ク
リ

ッ
プ
が
つ
い
て
い
る
？
﹂
と

口
に
あ
る
あ
ん
ぱ
ん
を
見
た
。

な
い
と
気
づ
い
て
す
ぐ
に
走

り
出
し
た
。　
　
　

　

ま
だ
一
番
に
な
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
た
。
だ
け
ど
二
番
だ
っ

た
。
あ
ん
ぱ
ん
が
取
れ
て
す

ぐ
に
走
っ
た
ら
一
番
に
な
れ

た
と
思
う
。
二
番
で
も
楽
し

か
っ
た
の
で
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
。
来
年
は
止
ま
ら
ず

に
思
い
っ
き
り
走
っ
て
一
番

を
取
る
ぞ
！

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
10
年
︶

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

 ●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人に
は全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメ
リカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品
に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長 2000 字まで。
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修
学
旅
行
は
全
て
僕
に
と

っ
て
特
別
な
思
い
出
で
す
。 

　

１
日
目
に
訪
れ
た
場
所
は

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
。
こ
こ

は
ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
が
行

わ
れ
た
歴
史
的
な
場
所
で
す
。

歴
史
的
な
建
物
を
訪
れ
、
目

で
見
て
耳
で
聴
き
、
心
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

滞
在
の
時
間
は
長
く
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
街
並
み

も
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
と
て
も
良
い
場
所
で
し

た
。

　

２
日
目
は
ル
ー
レ
イ
鍾
乳

洞
、
国
会
議
事
堂
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ブ
ア
ー

ト
な
ど
に
行
き
ま
し
た
。
鍾

乳
洞
で
は
、
自
然
の
中
に
あ

る
雄
大
で
巨
大
な
鍾
乳
洞
を

見
ま
し
た
。
特
に
水
に
鏡
張

り
の
よ
う
に
映
っ
た
鍾
乳
洞

は
と
て
も
綺
麗
で
、
人
間
の

手
が
加
わ
っ
て
い
な
い
自
然

は
と
て
も
美
し
か
っ
た
で
す
。

　

国
会
議
事
堂
の
内
部
ツ
ア

ー
で
は
、
実
際
に
内
部
を
歩

い
て
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
特
に
天
に
召
さ
れ

て
い
く
ワ
シ
ン
ト
ン
大
統
領

を
表
現
し
た
展
示
物
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
内
部
は
神

聖
な
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
実
際
に
国
会
議
事
堂

が
ア
メ
リ
カ
の
政
治
の
中
心

地
と
し
て
ア
メ
リ
カ
を
動
か

し
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま

し
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ

リ
ー
オ
ブ
ア
ー
ト
で
は
、
様
々

な
現
代
ア
ー
ト
を
見
学
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
印
象
に
残

っ
た
の
が
、
水
蒸
気
を
透
明

な
箱
の
中
に
閉
じ
込
め
て
い

る
様
子
を
表
現
し
た
作
品
で

す
。
様
々
な
文
化
や
芸
術
に

ふ
れ
、
色
々
と
考
え
る
時
間

も
、
ま
た
修
学
旅
行
の
良
い

経
験
と
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
ワ
シ
ン
ト
ン
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
、
フ
ォ
ー
ト
マ
ク
ヘ
ン
リ

ー
な
ど
に
行
き
ま
し
た
。
ワ

シ
ン
ト
ン
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で

は
、
展
望
台
ま
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
登
る
こ
と
が
で
き
、

上
か
ら
見
る
絶
景
に
感
動
し

ま
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
の
展
望
台
か
ら
は

リ
ン
カ
ー
ン
記
念
堂
、
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
、
国
会
議
事
堂

な
ど
が
見
え
ま
し
た
。
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
で
は
、
人
の
差
別

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
差

別
は
起
き
て
し
ま
う
。
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
差
別
を
な
く

す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
私

は
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
フ
ォ
ー
ト
マ
ク
ヘ
ン
リ

ー
で
は
、
ア
メ
リ
カ
国
旗
交

換
の
現
場
に
立
ち
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
一
生
に
一

度
あ
る
か
な
い
か
の
体
験
で

と
て
も
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ

村
を
訪
れ
ま
し
た
。
ア
ー
ミ

ッ
シ
ュ
の
人
た
ち
は
自
分
の

考
え
を
も
っ
て
行
動
し
て
い

ま
し
た
。
考
え
は
も
っ
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。
こ
の
４
日
間

は
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

  

︵
滞
米
６
か
月
︶

 ﹁
修
学
旅
行
で
の
４
日
間
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
野
　
陽
斗

 ﹁
父
の
お
う
え
ん
パ
ワ
ー
！
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I

校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ベ
ン
ポ
ー
ト
　
莉
理
愛

　

ぼ
く
は
最
近
、
縄
跳
び
と

俳
句
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

縄
跳
び
で
が
ん
ば
っ
て
い

る
こ
と
は
、
二
重
跳
び
を
連

続
で
跳
ぶ
こ
と
で
す
。
ど
う

し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
か

と
い
う
と
、
毎
日
上
た
つ
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
楽

し
い
か
ら
で
す
。
連
続
し
て

で
き
た
こ
れ
ま
で
の
最
高
記

録
は
二
十
二
回
で
す
。
四
年

生
の
ゆ
い
と
君
に
短
縄
を
貸

し
て
も
ら
っ
た
時
は
十
六
回
、

妹
に
短
縄
を
貸
し
て
も
ら
っ

た
時
は
二
十
二
回
、
自
分
の

短
縄
は
二
重
跳
び
を
す
る
と
、

縄
が
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
本
切
れ
て
し
ま
っ
て
、
ち

が
う
縄
に
か
え
た
け
れ
ど
、

二
本
目
も
切
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
四
年
生
に
な
る
ま
で

に
か
な
ら
ず
、
五
十
回
二
重

跳
び
を
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。

　

次
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ

と
は
、
俳
句
作
り
で
す
。
何

故
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
と
、
冬
休
み
の
宿
題
で

出
た
か
ら
で
す
。
俳
句
作
り

で
作
っ
た
も
の
を
三
句
し
ょ

う
か
い
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、﹁
ク
リ
ス
マ
ス　

パ
ー
テ
ィ
ー
し
よ
う　

楽
し

み
だ
﹂
で
す
。
こ
の
句
に
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
な
の
で
パ
ー
テ

ィ
ー
を
し
よ
う
、
楽
し
み
だ

な
と
い
う
ぼ
く
の
思
い
が
こ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、﹁
さ
め
を
描
き

動
き
そ
う
だ
な　

生
き
て
る

か
﹂
で
す
。
こ
の
句
に
は
、

さ
め
を
描
い
て
み
る
と
と
て

も
リ
ア
ル
f
＝
だ
っ
た
の
で
、

生
き
て
い
る
み
た
い
だ
な
と

い
う
、
ぼ
く
の
思
い
が
こ
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、﹁
こ
う
や
っ
て　

あ
か
ち
ゃ
ん
お
ん
ぶ　

ら
く

じ
ゃ
な
い
﹂
で
す
。
五
七
五

の
さ
い
し
ょ
の
文
字
を
つ
な

げ
る
と
、
か
く
れ
て
い
る
動

物
が
出
て
き
ま
す
。
つ
な
げ

る
と
、
コ
ア
ラ
と
な
り
、
か

く
れ
て
い
る
動
物
は
コ
ア
ラ

で
す
。

　

ぼ
く
は
﹁
お
ー
い
お
茶
﹂

の
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
う
ぼ
し

ま
し
た
。
こ
の
三
句
の
ど
れ

か
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
の
ら

な
い
か
す
ご
く
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

四
年
生
で
も
俳
句
に
ち
ょ

う
せ
ん
し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
の
せ
た
い
で
す
。
そ
の

こ
ろ
に
は
、
二
重
跳
び
が

四
十
回
く
ら
い
、
で
き
る
と

思
い
ま
す
。  

︵
滞
米
11
か
月
︶

 「スムージー」
　　　　ニューヨーク市立 PS ６小３

　　　　　　　　　　　　　いせ田　えな

　

わ
た
し
は
ス
ム
ー
ジ
ー
が

大
す
き
で
す
。
な
ぜ
な
ら
い

ろ
い
ろ
な
く
だ
も
の
が
入
っ

て
い
て
、
体
に
い
い
か
ら
で

す
。
今
日
は
ス
ム
ー
ジ
ー
を

作
り
ま
し
た
。

　

も
も
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
バ

ナ
ナ
一
本
と
い
ち
ご
を
５
つ

ぶ
と
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
半

ぶ
ん
と
、
オ
ー
ト
ミ
ル
ク
と

こ
お
り
を
ミ
キ
サ
ー
に
入
れ

ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン

を
お
す
前
に
、
お
い
し
く
で

き
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
お
ね
え
ち
ゃ
ん
と

こ
う
た
い
で
、
ボ
タ
ン
を
お

し
ま
し
た
。
と
て
も
大
き
い

音
を
立
て
て
、
ミ
キ
サ
ー
が

が
た
が
た
ゆ
れ
て
、
と
な
り

に
あ
っ
た
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー

ツ
が
シ
ン
ク
に
お
ち
ま
し
た
。

　

で
き
た
ス
ム
ー
ジ
ー
は
お

店
で
買
っ
た
の
よ
り
な
め
ら

か
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

次
は
ち
が
う
く
だ
も
の
を
入

れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
２
年
︶  ﹁

楽
し
い
縄
跳
び
と
俳
句
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
　
龍
一

 「犬のロラ」
　　　　プリンストン公立高３日本語クラス

　　　　　　　　　ブライズル　ジュデ

　

私
の
犬
の
名
前
は
ロ
ラ
で

す
。
ロ
ラ
は
白
い
犬
で
す
。

　

ロ
ラ
は
大
き
な
白
い
耳
を

し
て
い
て
か
わ
い
い
で
す
。
ロ

ラ
の
目
は
と
て
も
大
き
い
で

す
。
で
も
ロ
ラ
の
体
は
小
さ

い
で
す
。
ロ
ラ
は
十
一
歳
で

す
。
ロ
ラ
は
怖
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ロ
ラ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
ロ

ラ
の
お
母
さ
ん
の
名
前
は
﹁
シ

ネ
ク
マ
ス
﹂
で
す
。

　

ロ
ラ
は
寝
る
の
が
好
き
で

す
。
ロ
ラ
は
肉
を
食
べ
る
の

も
好
き
で
す
。
ロ
ラ
は
水
を

飲
み
ま
す
。
ロ
ラ
は
人
が
大

好
き
で
す
。
ロ
ラ
は
外
に
さ

ん
歩
に
い
く
の
が
好
き
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

ロ
ラ
は
服
を
着
る
の
が
嫌

い
で
す
。
ロ
ラ
は
野
菜
も
嫌

い
で
す
。

　

ロ
ラ
の
一
番
好
き
な
人
は

私
の
お
母
さ
ん
で
す
。
ロ
ラ

は
遊
ぶ
の
も
大
好
き
で
す
。

ロ
ラ
は
私
の
お
兄
さ
ん
が
き

ら
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
私
の

お
兄
さ
ん
は
ロ
ラ
に
き
ょ
う

味
が
な
い
か
ら
で
す
。
で
も
、

ロ
ラ
は
私
の
こ
と
が
大
好
き

で
す
。
な
ぜ
な
ら
僕
は
ロ
ラ

を
愛
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
い
っ
し

ょ
で
す
。

　
　
　
　

  　
︵
米
国
生
ま
れ
︶　

　
　
　

□　
　

□　
　

□

 ■児童生徒作文のページ■
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
３
年
ぶ

り
に
再
開
し
た
日
本
ク
ラ
ブ
の

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
10
月
15

日
︵
土
︶ 

、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
に
あ
る
ハ
ワ
ー
ス
・
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
る
。

男
女
共
に
参
加
で
き
、
ゴ
ル
フ

の
レ
ベ
ル
を
問
わ
な
い
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
戦
。参
加
資
格
は
、

日
本
ク
ラ
ブ
登
録
会
員
と
フ
ァ

ミ
リ
ー
会
員
、
お
よ
び
日
本
ク

ラ
ブ
債
保
有
会
社
の
社
員
と
そ

の
ゲ
ス
ト
。
ハ
ワ
ー
ス
の
会
員

は
日
本
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
な
く

て
も
参
加
可
。
競
技
方
法
は
新

ペ
リ
エ
︵
Ｗ
ペ
リ
エ
︶
方
式
の

個
人
戦
。
テ
ィ
ー
オ
フ
午
後
1

時
。

　

現
在
参
加
者
を
受
け
付
け
て

い
る
。
参
加
費
は
１
６
０
ド
ル

︵
ハ
ワ
ー
ス
会
員
は
80
ド
ル
︶、

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
、
カ
ー
ト
フ

ィ
ー
、
食
事
代
と
１
ド
リ
ン
ク

込
み
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
７
・
４
４
６
・
５
０
８
８
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル hnaito@

nipponclub.org

︵

内

藤

さ

ん
︶
ま
で
。
申
し
込
み
︵
30

日
ま
で
︶・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

nipponclub.org/

︵
イ
ベ
ン

ト
ペ
ー
ジ
︶
を
参
照
す
る
。

３
年
ぶ
り
に
開
催

 日本クラブが10月15日

親睦ゴルフ大会
参加者を受け付け中

　

生
活
費
情
報
サ
イ
ト
の
ヌ
ベ

オ
に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｙ
市
の
ジ
ム

の
月
額
会
員
費
の
平
均
は
、
全

国
平
均
44
ド
ル
98
セ
ン
ト
の
倍

を
大
幅
に
上
回
る
１
０
６
ド
ル

06
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
以

下
同
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
５
位

は
２
位
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

︵
１
０
１
ド
ル
27
セ
ン
ト
︶、
３

位
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン

タ
・
バ
ー
バ
ラ
︵
91
ド
ル
75
セ

ン
ト
︶、
一
方
、
最
安
値
は
ア

リ
ゾ
ナ
州
メ
サ
の
18
ド
ル
29
セ

ン
ト
、
次
い
で
テ
ネ
シ
ー
州
メ

ン
フ
ィ
ス
︵
22
ド
ル
44
セ
ン

ト
︶、
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー
ブ

ラ
ン
ド
︵
23
ド
ル
11
セ
ン
ト
︶。

ジ
ム
会
員
費
が
最
も
高
い 

Ｎ
Ｙ
は
オ
ハ
イ
オ
の
４
倍
強 

ユ
ニ
ー
ク
な
形
の
デ
ュ
ー
プ
レ
ッ
ク
ス

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
ウ
イ
リ
ア
ム

ズ
バ
ー
グ
橋
を
渡
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
側
に
あ
る
人
気
の
地
区

で
、
流
行
の
服
を
揃
え
た
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、
お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
、

お
酒
の
飲
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
若
者
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
好
き
が

集
ま
る
エ
リ
ア
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
そ
の
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
バ
ー
グ
に
あ
る
と
て

も
ユ
ニ
ー
ク
な
形
の
デ
ュ
ー
プ
レ
ッ
ク
ス
。
リ
ビ
ン
グ
・
ダ

イ
ニ
ン
グ
が
と
て
も
高
い
天
井
で
開
放
感
あ
る
空
間
を
作
っ

て
い
る
。
キ
ッ
チ
ン
、
バ
ス
ル
ー
ム
な
ど
全
て
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
済
み
。
価
格
は
76
万
５
０
０
０
ド
ル
。
頭
金
は
20
％
で

15
万
３
０
０
０
ド
ル
。
30
年
間
の
５.

５
％
金
利
で
月
々
の
支

払
い
は
３
８
６
９
ド
ル
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
ラ
ン
ド
リ
ー
＆
乾

燥
機
完
備
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
７
１
８
・
２
１
０
・
４
０
５
１
、

Ｅ
メ
ー
ル T

ed.M
atsum

oto@
corcoran.com

　

松
本
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ラ
ン
不
動
産
︶

https://www.redacinc.com/
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://newyork-apartment-realestate.com
mailto:Ted.Matsumoto@corcoran.com
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前
回
の
続
き
で
す
。
父
の
病

院
で
の
身
体
拘
束
の
解
除
か
ら

10
日
後
、
さ
ら
に
大
き
な
こ
と

が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
前

回
は
﹁
療
養
型
病
院
に
転
院
し

た
と
こ
ろ
、
身
体
拘
束
を
さ
れ

た
﹂
と
い
う
悲
劇
を
書
き
ま
し

た
。
今
回
、
身
体
拘
束
を
解
除

す
る
こ
と
で
起
き
う
る
﹁
転
倒

の
恐
れ
﹂
が
現
実
に
な
っ
た
の

で
す
。
事
故
の
連
絡
は
﹁
転
倒

は
し
た
が
頭
に
異
常
な
し
﹂
と

い
う
言
葉
で
し
た
。
こ
れ
を
私

も
信
用
し
た
の
が
大
き
な
間
違

い
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
連
絡

か
ら
９
日
後
、
私
は
父
を
一
時

帰
宅
さ
せ
る
た
め
に
帰
省
し
、

病
院
へ
向
か
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
病
室
外
の
廊
下
ま
で
絶

叫
。
聞
い
た
こ
と
も
な
い
父
の

叫
び
声
。
﹁
痛
い
ー
、
や
め
て

く
れ
ー
﹂
と
。
私
は
看
護
師
が

食
事
介
助
を
し
て
い
る
姿
を
見

る
と
す
ぐ
﹁
本
人
が
嫌
が
っ
て

い
る
の
で
や
め
て
も
ら
え
ま
す

か
。
食
べ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
痛

み
が
わ
か
ら
な
い
の
で
す
か
﹂

と
思
わ
ず
言
葉
が
口
か
ら
出
ま

し
た
。
す
る
と
、
看
護
師
は
﹁
我

慢
し
て
食
べ
て
も
ら
わ
な
い
と

困
る
ん
で
す
。
主
治
医
よ
り
Ｃ

Ｔ
の
結
果
、
首
に
は
問
題
な
い

は
ず
と
の
こ
と
で
﹂
と
。
そ
れ

で
ま
た
、
私
は
感
情
に
火
が
つ

い
た
の
で
す
。﹁
専
門
職
の
判

断
が
重
視
さ
れ
て
、
認
知
症
者

の
痛
い
は
我
慢
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
か
？
﹂
と
い
う

と
、
看
護
師
は
困
っ
た
よ
う
に

そ
の
場
を
離
れ
、
食
事
介
助
を

私
に
任
せ
、
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
引
き
上
げ
て
い
き
ま
し

た
。
父
は
﹁
あ
い
つ
ら
は
毎
日

３
食
無
理
や
り
口
に
詰
め
込
む

し
、
痛
い
こ
と
へ
は
な
ん
も
し

て
く
れ
ん
﹂
と
、
認
知
症
で
あ

っ
て
も
私
に
は
っ
き
り
と
説
明

し
て
く
れ
た
の
で
す
。そ
し
て
、

続
・
入
院
中
の
父
に
起
き
た
不
当
な
扱
い

戻
っ
て
き
た
看
護
師
は
何
食
わ

ぬ
顔
で
﹁
８
月
17
日
看
護
計
画

書
﹂
を
私
に
差
し
出
し
て
﹁
こ

こ
に
サ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
﹂

と
。私
は﹁
は
あ
？
今
で
す
か
？

父
の
食
事
中
に
？
し
か
も
今
日

は
９
月
３
日
で
す
よ
ね
？
Ａ
Ｄ

Ｌ
状
態
は
現
時
点
で
の
も
の
と

は
全
然
違
う
の
に
、
父
が
首
が

痛
く
な
っ
て
か
ら
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
は
な
い
の
で
す
か
？
見
せ

て
く
だ
さ
い
﹂
と
問
う
と
、﹁
８

月
17
日
以
降
は
な
に
も
し
て
い

ま
せ
ん
﹂
と
。
私
は
、
情
報
開

示
が
で
き
な
い
病
院
だ
か
ら
、

記
録
も
な
い
だ
ろ
う
し
、
処
置

も
し
な
い
、
父
に
と
っ
て
害
は

あ
っ
て
も
良
く
は
な
ら
な
い
と

確
信
し
、
す
ぐ
に
転
院
を
決
め

ま
し
た
。
元
の
病
院
に
戻
す
こ

と
に
し
た
の
で
す
。

　

舞
い
戻
っ
た
病
院
で
は
、
慣

れ
親
し
ん
で
い
た
看
護
師
さ
ん

た
ち
が
、
父
の
姿
、
２
週
間
前

に
は
ス
タ
ス
タ
歩
い
て
、
歌
を

歌
っ
て
周
囲
を
笑
わ
せ
て
い
た

姿
か
ら
一
変
し
て
戻
っ
て
き
た

こ
と
に
大
変
驚
か
れ
て
い
ま
し

た
。
ほ
ぼ
寝
た
き
り
で
や
せ
細

っ
て
い
る
姿
に
。
さ
ら
に
、
私

は
そ
の
再
入
院
の
計
画
書
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
再
入
院
の

﹁
理
由
﹂
が
首
の
治
療
で
は
な

く
、﹁
別
の
部
位
の
治
療
﹂
に

差
し
替
え
ら
れ
て
い
た
の
で

す
。
こ
の
時
点
で
は
っ
き
り
と

病
院
側
の
意
図
が
わ
か
り
ま
し

た
。
前
の
病
院
で
は
﹁
転
倒
事

故
に
よ
る
首
を
痛
め
た
こ
と
﹂

を
転
院
先
の
病
院
に
も
知
ら
せ

な
い
。
つ
ま
り
隠
し
通
そ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
私
は
、
再
入

院
し
た
病
院
に
﹁
ま
ず
は
99
％

首
の
治
療
を
真
っ
先
に
お
願
い

し
ま
す
﹂
と
い
う
と
、﹁
本
来

の
再
入
院
の
目
的
に
は
な
い
の

で
明
日
以
降
主
治
医
か
ら
回
答

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず

は
現
場
で
は
首
か
ら
診
て
い
く

よ
う
に
し
ま
す
﹂
と
答
え
て
い

た
だ
い
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た

た
。
実
際
に
再
検
査
で
は
﹁
第

二
頚
椎
錐
体
骨
折
﹂
と
診
断
さ

れ
ま
し
た
。
事
故
か
ら
２
週
間

で
本
来
着
手
す
べ
き
患
部
の
治

療
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
２
週

間
も
我
慢
さ
せ
て
い
て
ご
め

ん
！
親
父
！
︵
涙
︶

　

全
部
の
医
療
機
関
が
そ
う

と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
概
し

て
、
認
知
症
患
者
は
医
療
機
関

に
︵
介
護
施
設
に
も
か
も
し
れ

な
い
︶
な
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

そ
の
家
族
も
前
回
の
コ
ラ
ム
で

も
書
い
た
よ
う
に
﹁
医
療
機
関

は
高
尚
な
聖
域
﹂﹁
介
護
の
専

門
家
だ
か
ら
間
違
い
な
い
﹂
と

い
う
感
謝
の
気
持
ち
が
悪
い
方

へ
の
バ
イ
ア
ス
に
し
か
働
い
て

い
な
い
こ
と
。﹁
病
院
は
治
し

て
く
れ
る
と
こ
ろ
だ
﹂﹁
介
護

施
設
に
さ
え
入
っ
て
い
れ
ば
安

心
﹂
と
最
大
の
期
待
を
し
て
い

る
こ
と
は
絶
対
に
危
な
い
と
い

う
こ
と
。
前
回
同
様
、﹁
専
門

家
に
だ
ま
さ
れ
る
な
！
﹂
と
い

う
こ
と
を
一
層
警
鐘
し
て
お
き

た
い
で
す
。
私
の
家
族
は
﹁
お

父
さ
ん
を
通
し
て
色
々
と
勉

強
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
﹂

と
、
変
な
感
謝
を
し
て
い
ま
す

が
、
本
来
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

事
故
だ
っ
た
の
で
す
。
ち
な
み

に
ホ
ラ
ー
話
以
上
の
怖
い
話
で

す
が
、
当
該
事
故
を
隠
蔽
し
た

こ
の
病
院
は
、
こ
の
春
以
降
、

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
事
業
拡
大
と
、

ベ
ッ
ド
数
を
新
築
で
増
床
さ
せ

て
い
る
と
い
う
現
実
も
付
け
加

え
て
お
き
ま
す
。
大
丈
夫
か
日

本
？

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

　

自
閉
症
、
自
閉
症
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
障
害
、
ア
ス
ペ
ル
ガ

ー
症
候
群
な
ど
、
消
化
機
能

の
問
題
が
原
因
の
脳
機
能
障

害
を
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ 

︵ G
ut and 

Psychology Syndrom
e

︶
、

日
本
語
訳
は
﹁
腸
と
心
の
症
候

群
﹂
と
呼
び
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
大
人
へ
と
成
長
す
る
発
達

段
階
の
何
処
か
で
消
化
機
能
に

問
題
が
生
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

増
加
す
る
体
毒
が
脳
に
送
ら

れ
、
脳
機
能
の
発
達
に
障
害
を

起
こ
す
の
で
す
。
２
歳
前
後
で

あ
れ
ば
、
言
葉
を
発
さ
な
く
な

る
、
目
を
合
わ
せ
な
く
な
る
、

物
事
に
興
味
を
示
さ
な
く
な
る

な
ど
、
幼
稚
園
児
や
小
学
校
低

学
年
で
あ
れ
ば
、
授
業
の
妨
害

に
な
る
よ
う
な
行
動
を
と
る
、

意
地
悪
を
す
る
よ
う
に
な
る
、

始
終
モ
ジ
モ
ジ
動
い
て
落
ち
着

か
な
い
様
子
に
な
る
な
ど
と
い

っ
た
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
生

殖
器
の
成
長
が
発
達
す
る
思
春

期
に
は
、
体
毒
が
脳
の
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
に
直
接
的
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

攻
撃
的
な
言
動
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、
か
と
思
え
ば
、
極

端
に
臆
病
に
な
っ
た
り
、
家
に

引
き
こ
も
る
よ
う
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。
年
齢
や
社
会
環
境
に

よ
っ
て
、
そ
の
現
れ
方
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

異
常
が
軽
け
れ
ば
軽
い
ほ
ど
、

他
人
か
ら
は
﹁
変
わ
っ
た
人
﹂

く
ら
い
で
見
過
ご
さ
れ
、
大
人

に
な
っ
て
か
ら
、
攻
撃
性
や
不

安
感
、
そ
し
て
自
信
の
な
さ
が

元
に
な
り
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
く
行
か
ず

に
社
会
に
適
応
で
き
な
か
っ
た

り
す
る
の
で
す
。
自
分
の
問
題

を
認
識
で
き
る
場
合
は
、
そ
れ

を
上
手
く
カ
バ
ー
す
る
術
を
身

に
着
け
、
見
た
目
に
は
普
通
を

装
っ
て
生
き
て
い
け
る
人
も
中

に
は
い
ま
す
。
こ
こ
に
挙
げ
た

感
情
的
、
行
動
的
、
性
格
的
問

題
の
根
本
原
因
は
、
自
閉
症
や

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
と
診
断
さ

れ
た
子
供
た
ち
と
同
じ
﹁
腸
と

心
の
症
候
群
﹂
な
の
で
す
。

　

私
が
、
自
閉
症
治
療
の
た
め

の
﹁
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ-

腸
と
心
の
症

候
群
﹂︵
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
キ
ャ

ン
ベ
ル
・
マ
ク
ブ
ラ
イ
ド
医
学

博
士
著
︶
を
日
本
語
に
翻
訳
・

出
版
し
た
時
、
多
く
の
友
人
・

私
も
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
自
閉
症
で
す

知
人
に
、﹁
何
故
、
牧
子
さ
ん

が
自
閉
症
治
療
な
の
？
﹂
と
質

問
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は

答
え
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ
食
事
療
法
士

と
し
て
自
閉
症
の
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
た
ち
と
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
し
ば
ら
く

し
て
、
そ
の
答
え
に
気
づ
い
た

の
で
す
。
そ
れ
は
、
私
の
中
に

も
チ
ョ
ッ
ピ
リ
自
閉
症
の
自

分
が
い
る
か
ら
な
の
で
し
た
。

﹁
な
ん
だ
！
私
も
自
閉
症
な
ん

だ
！
﹂。
彼
ら
と
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
シ
ェ
ア
し
て
い
く
う

ち
に
、
自
分
の
子
供
の
頃
の
不

安
感
を
思
い
出
し
た
の
で
す
。

そ
れ
は
、
彼
ら
の
心
の
中
に
見

え
隠
れ
す
る
不
安
感
と
全
く

同
じ
も
の
で
し
た
。
気
づ
い
た

時
、
そ
の
私
の
中
の
不
安
感
は

シ
ュ
ッ
と
蒸
発
し
て
、
不
思
議

な
安
堵
感
と
入
れ
替
わ
っ
た

の
で
す
。
す
る
と
、
自
閉
症
の

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
た
ち
の
心
の

動
き
が
、
深
く
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

自
閉
症
の
子
供
た
ち
の
中

に
は
音
に
異
常
に
敏
感
で
、
イ

ラ
イ
ラ
し
た
大
人
た
ち
の
声

が
酷
い
雑
音
に
聞
こ
え
る
子

供
た
ち
が
い
る
の
で
す
が
、
私

も
そ
う
で
し
た
。
ま
た
、
便
秘

と
下
痢
を
繰
り
返
す
過
敏
性

腸
症
候
群
だ
っ
た
時
期
が
あ

り
ま
す
。
子
供
の
時
は
﹁
変
わ

っ
た
子
﹂、
大
人
に
な
っ
て
か

ら
は
﹁
変
わ
っ
た
人
﹂
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い

わ
ゆ
る
﹁
普
通
﹂
の
人
々
に
と

っ
て
、
こ
の
﹁
変
わ
っ
た
人
﹂

は
付
き
合
う
の
が
面
倒
く
さ

い
人
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
こ

と
が
特
権
と
み
な
さ
れ
る
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
だ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
私
は
幸
せ
に
生
き
残
れ
た

の
で
し
ょ
う
。
自
立
で
き
る
能

力
さ
え
身
に
着
け
れ
ば
、
自
閉

症
で
あ
る
こ
と
は
人
生
を
楽

し
む
た
め
の
武
器
に
さ
え
な

る
の
で
す
。

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

認
定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
﹁
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
主

催
、
秋
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
に
て

10
月
１
日
︵
土
︶
午
後
７
時
か

ら
、
マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ
医
科

大
学
の
老
年
医
学
専
門
医
、
山

田
悠
史
氏
を
講
師
に
迎
え
た
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
﹁
上
手
な
歳
の
重
ね

方
﹂
が
開
催
さ
れ
る
。
老
化
に

よ
り
ど
ん
な
変
化
が
起
こ
る
の

か
、
ど
う
す
れ
ば
予
防
で
き
る

の
か
、
死
ぬ
ま
で
元
気
で
い
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の

か
、
さ
ら
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
年
を
重
ね
る
こ
と
に
よ

っ
て
成
長
す
る
能
力
な
ど
に
つ

い
て
も
説
明
す
る
。
山
田
医
師

は
同
大
学
老
年
医
学
・
緩
和
医

療
科
所
属
、
Ｎ
Ｙ
で
臨
床
医
と

し
て
活
躍
す
る
か
た
わ
ら
、
日

本
の
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
の
公

式
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
や
講
談
社

ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
で
の
掲
載
、

音
声
コ
ン
テ
ン
ツ
﹁
医
者
の
い

ら
な
い
ラ
ジ
オ
﹂
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た

今
年
６
月
、
著
書
﹃
最
高
の
老

後
﹁
死
ぬ
ま
で
元
気
﹂
を
実
現

す
る
５
つ
の
Ｍ
﹄︵
講
談
社
︶

を
発
売
し
た
。︵
本
紙
18
面
に

書
評
︶

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
予

約
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

https://sharejp.org/
schedule/2022/10/1

上
手
な
歳
の
重
ね
方

Ｊ
Ａ
Ａ
秋
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア

10
月
１
日
に
山
田
悠
史
医
師
が
説
明

http://kiku-ny.com
http://www.shoenrealty.com
tel:9175773969
http://www.startsnewyork.com
mailto:tmamoru@msn.com
mailto:info@tsutech.com
http://brooklyntime.net
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
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 BOOKS
　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ア
ッ
パ
ー

イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
に
あ
る
マ

ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ
医
科
大
学

の
山
田
悠
史
医
師
が
、
こ
の

夏
、
初
め
て
の
一
般
書
を
講
談

社
か
ら
出
版
し
た
。
タ
イ
ト
ル

は
、
﹃
最
高
の
老
後 

﹁
死
ぬ
ま

で
元
気
﹂
を
実
現
す
る
5
つ
の

M
﹄。
マ
ウ
ン
ト
サ
イ
ナ
イ
は

U
.S.N

ew
s

の
全
米
病
院
ラ
ン

キ
ン
グ
﹁
老
年
医
学
﹂
部
門
で

３
年
連
続
１
位
と
な
っ
て
い
る

名
門
で
、
山
田
医
師
は
そ
こ
で

米
国
老
年
医
学
・
内
科
専
門
医

と
し
て
日
々
高
齢
者
診
療
に
あ

た
っ
て
い
る
。
多
忙
な
中
の
唯

一
の
“
趣
味
”
は
、﹁
論
文
を

読
む
こ
と
﹂。
質
の
高
い
最
新

の
論
文
を
毎
日
読
み
、
常
に
情

報
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
続
け
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
ん
な
山

田
医
師
は
、
健
康
で
自
立
し
た

“
最
高
の
老
後
”
を
科
学
的
に

解
き
明
か
す
本
の
、
最
高
の
書

き
手
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

高
齢
者
の
﹁
約
10
人
に
１
人

は
車
椅
子
か
寝
た
き
り
﹂﹁
約

５
人
に
１
人
は
認
知
症
﹂﹁
約

５
人
に
４
人
は
、
少
な
く
と
も

１
つ
以
上
の
慢
性
疾
患
を
持

つ
﹂
本
書
で
は
な
か
な
か
の
重

み
を
持
つ
老
後
の
デ
ー
タ
が
示

さ
れ
て
い
く
。
人
生
１
０
０
年

時
代
と
言
わ
れ
て
﹁
嬉
し
い
﹂

と
思
え
る
人
は
少
な
い
の
が
現

実
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
の
足

で
歩
け
な
か
っ
た
り
、
認
知
症

に
な
っ
た
り
、
い
く
つ
も
の
病

気
を
抱
え
る
未
来
が
待
っ
て
い

る
と
し
た
ら
…
…
。

　

し
か
し
一
方
、﹁
高
齢
者
の

２
割
に
は
ま
っ
た
く
病
気
が
な

い
﹂
と
い
う
希
望
に
満
ち
た
デ

ー
タ
も
あ
る
の
だ
。
こ
の
２
割

に
入
る
た
め
に
は
、
ど
う
備

え
、
ど
ん
な
生
き
方
を
す
れ
ば

い
い
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
鍵

と
な
る
の
が
﹁
５
つ
の
M
﹂。

２
０
１
７
年
に
カ
ナ
ダ
お
よ
び

米
国
の
老
年
医
学
会
か
ら
初
め

て
提
唱
さ
れ
た
指
針
で
あ
る
。

山
田
医
師
自
身
も
日
々
、
５
つ

の
M
に
沿
っ
て
高
齢
者
の
診
察

に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

M
obility

︵
身
体
機
能
を

維
持
す
る
︶、M

ind

︵
認
知
症

に
も
う
つ
に
も
な
ら
な
い
︶、

M
edication

︵
薬
を
“最
適
化
”

す

る

︶、M
ulticom

plexity

︵
病
気
を
防
ぐ
、
上
手
に
付
き

合

う

︶、M
atters M

ost to 
M

e

︵
自
分
に
と
っ
て
何
が
大

切
か
知
っ
て
お
く
︶。
こ
の
５

つ
の
Ｍ
を
、
山
田
医
師
が
化
学

的
根
拠
に
厳
密
に
基
づ
き
な
が

ら
、
患
者
や
自
身
の
家
族
の
具

体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え

て
、
丁
寧
に
解
説
し
て
い
く
。

　

運
動
は
ど
ん
な
薬
よ
り
も
た

く
さ
ん
の
病
気
に
効
果
を
持

つ
。
だ
か
ら
、
し
た
ほ
う
が
よ

い
け
れ
ど
、０
よ
り
１
で
よ
い
。

サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
飲
ま
な
く
て

い
い
。
コ
ー
ヒ
ー
は
1
日
４
杯

ま
で
な
ら
老
化
防
止
に
い
い
か

も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
気
分
を

ラ
ク
に
し
て
く
れ
る
健
康
の
ヒ

ン
ト
の
数
々
を
教
え
て
く
れ
る

一
方
、
最
高
の
老
後
の
た
め
に

最
も
大
切
な
の
は
、
人
生
の
プ

ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
決
め
、
そ
れ

を
生
き
方
に
反
映
し
て
い
く
こ

と
な
の
だ
と
実
感
さ
せ
る
本
で

も
あ
る
。

　

実
は
私
は
こ
の
本
を
担
当
し

た
編
集
者
で
、
山
田
医
師
に
は

約
１
年
か
け
て
執
筆
し
て
い
た

だ
い
た
。
毎
週
月
曜
の
朝
、
東

京
で
私
が
Ｐ
Ｃ
を
開
く
と
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
山
田
医
師
が
週

末
に
書
き
上
げ
た
原
稿
が
届
い

て
い
る
。
臨
床
で
出
会
っ
た
患

者
や
自
身
の
祖
父
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
、
朝
か
ら
涙
し
た
日
が
何

度
も
あ
っ
た
。
エ
ビ
デ
ン
ス
に

厳
し
い
山
田
医
師
の
温
か
さ
、

誠
実
さ
が
全
編
に
に
じ
む
こ
の

本
は
、
こ
れ
か
ら
老
後
を
迎
え

る
す
べ
て
の
人
を
支
え
る
一
冊

と
な
る
に
違
い
な
い
。

（
講
談
社
　
ミ
モ
レ
事
業
部
　

松
﨑
育
子
）

 バリバリの老後を GET
山田 悠史・著

 講談社・刊

■おいしいアンソロジー　おやつ（村上春樹・向田邦子ほ
か、だいわ文庫）作家たちのおやつ（甘いもの）について
のエッセーを集めたアンソロジー。食通の池波正太郎や向
田邦子など昭和の作家から村上春樹、酒井順子の現代作家
まで 43 篇を所収。■「自己肯定感低めの人」が、一生お
金に困らない方法（山根洋士、PHP 研究所）お金は苦労
して稼ぐものと考えるのは自己肯定感低めの人。考え方を
変えて、ラクにお金を稼いでもいいと思える方法を伝える。
著者はライターの激務から健康を害し、心理療法を学び始
めて、実践中心のカウンセリングが人気で、AI やロボッ
ト工学、脳科学などを取り入れたメンタルノイズメソッド
を開発。■汝、星のごとく（凪良ゆう、講談社）。瀬戸内
海の島で出会った時、櫂と暁海は高校生だった。どちらも
母親という重石を背負っていて共鳴し合う。高校卒業後、
暁海は島に、櫂は希望をもって島を出る。出会ってから
15 年間の 2 人の愛の物語。■働く悩みは「経済学」で答
えが見つかる（丸山俊一、SB 新書）経済学者がやってき
たことは目の前の事象から今どんなふうに社会が回り、ど
うしていけばいいのかを考えるということ。「真面目にやっ
ている人が損する社会」「会社に行くと疲れる」など現代
の悩みを歴代の偉大な経済学者マルクス、ケインズ、ガブ
リエルが答える。■教えて、修造先生！（松岡修造、集英
社文庫）1995 年のウィンブルドン選手権で日本人男子として 62 年ぶりの
ベスト 8 進出した松岡修造。東宝の御曹司で恵まれた環境で生まれ育ちタ
レントとしても活躍しているが、驚くことにとてもネガティブな性格なのだ
という。だからこそ不安なとき、挫折しそうなときに前向きになれる言葉が
伝えられるのだという。■依存症と回復、そして資本主義（中村英代、光文
社新書）薬物やアルコールなどの依存をめぐる行動は資本主義社会で必然的
に生じる行動パターンのひとつであると著者は語る。依存症と回復について
人類学者グレゴリーバイトソンの認識論を説明し、ダルクの回復支援やアル
コール依存症の自助グループの 12 の現状を伝え、精神科医、カウンセラー、
弁護士など実際に依存者支援に関わる専門家の活動を紹介する。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

作
家
が
好
き
な
お
や
つ
を
語
る
。
ラ
ク
に
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
へ
の
罪
悪
感
を
な
く
す
に

は
。
男
女
の
15
年
間
の
愛
の
物
語
。
偉
大
な
経
済
学
者
が
今
の
働
く
者
の
悩
み
に
答
え
る
。

松
岡
修
造
の
前
向
き
に
な
れ
る
方
法
。
依
存
症
は
必
然
的
に
資
本
主
義
社
会
で
発
生
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

夏
の
終
わ
り
の
さ
わ
や
か
な

朝
、
赤
い
マ
フ
ラ
ー
を
付
け
た

少
女
が
家
を
出
発
し
、
森
を
抜

け
、
小
川
を
わ
た
り
、
農
場
の

そ
ば
を
通
っ
て
町
ま
で
歩
い
て

い
く
。
途
中
で
出
会
う
冬
の
準

備
に
忙
し
い
リ
ス
や
キ
ツ
ネ
な

ど
の
動
物
た
ち
、
森
の
木
々
の

枝
や
葉
っ
ぱ
、
そ
よ
ぐ
風
、
遠

く
の
雷
、
そ
し
て
近
づ
く
寒

さ
、
そ
の
み
ん
な
に
や
さ
し
く

挨
拶
し
な
が
ら
。
少
女
が
町
か

ら
戻
り
、
家
に
帰
っ
て
き
た
最

後
の
ペ
ー
ジ
に
は
﹁G

oodbye 
Sum

m
er, H

ello A
utum

n

﹂

の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

各
ペ
ー
ジ
に
は
秋
色
の
水
彩

画
と
調
和
し
た
短
い
文
章
が
添

え
ら
れ
、
少
女
の
優
し
さ
と
季

節
の
移
り
変
わ
り
の
不
思
議
を

伝
え
て
い
る
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド

州
ボ
ル
チ
モ
ア
出
身
の
作
家
・

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
、

32
ペ
ー
ジ
の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー

本
。
著
者
は
本
書
の
ほ
か
に
、

四
季
の
移
ろ
い
を
描
い
た
絵
本

シ
リ
ー
ズ
を
出
し
て
い
る
。
に

ぎ
や
か
な
夏
が
終
わ
っ
て
、
日

が
短
く
な
り
、
紅
葉
を
は
じ
め

た
町
の
風
景
が
次
の
季
節
の
輝

き
を
予
感
さ
せ
る
美
し
い
﹁
秋

の
絵
本
﹂
で
あ
る
。　

（
高
田
）

夏
の
終
わ
り
と
秋
の
は
じ
ま
り

 『Goodbye Summer, Hello 
Autumn』

Written by Kenard Pak
 Published by Henry Holt and Co.

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.funcphysio.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
広
く
音
楽

教
室
を
運
営
し
て
い
る
神
保
音

楽
ス
タ
ジ
オ
で
15
年
間
、
バ
イ

オ
リ
ン
と
ビ
オ
ラ
の
講
師
と
し

て
勤
務
し
て
き
た
が
、
こ
の
ほ

ど
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の
ハ

リ
ソ
ン
校
を
引
継
ぎ
、
名
称
も

新
た
に
﹁
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ

ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ス
タ
ジ

オ
﹂
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
す
る
。

﹁
40
年
以
上
、
Ｎ
Ｙ
の
日
本
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
音
楽
教
育

を
支
え
て
こ
ら
れ
た
神
保
先
生

の
よ
う
に
、
ロ
ー
カ
ル
に
愛
さ

れ
る
教
室
作
り
を
目
指
し
、
先

生
の
愛
用
の
ピ
ア
ノ
と
共
に
同

じ
場
所
︵
小
澤
歯
科
２
階
︶
で

指
導
し
ま
す
﹂
と
気
持
ち
を
新

た
に
抱
負
を
語
る
。

　

山
口
県
柳
井
市
出
身
。
愛
知

県
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
器
楽

学
科 

弦
楽
器
専
攻
卒
業
。
89

年
山
口
県
Ｔ
Ｙ
Ｓ
学
生
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
第
１
位
・
山
口
県
音

楽
協
会
長
賞
受
賞
。
96
年
、
ド

イ
ツ
に
て
、
バ
イ
ロ
イ
ト
国
際

青
年
芸
術
祭
に
参
加
、
特
別
演

奏
会
に
出
演
。
97
年
、
山
口
県

新
人
演
奏
会
に
出 

演
。
98
年
99

年
と
続
け
て
米
国
ア
ス
ペ
ン
音
楽

祭
に
参
加
・
修
了
。 

岸
辺
百
百
雄
、

岡
山
芳
子
、
田
中
直
子
、
ロ
ナ
ル

ド
・
コ
ー
プ
ス
の
各
氏
に
師
事
し

た
。

　

 

﹁
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
地
区

は
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
で
の
音

楽
教
育
が
と
て
も
盛
ん
で
す
が
、

学
校
で
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ
指
導

で
は
、
な
か
な
か
隅
々
ま
で
目
が

届
か
ず
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス

ン
を
求
め
て
く
る
生
徒
さ
ん
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
指
導

し
た
生
徒
さ
ん
達
を﹁
オ
ー
ル
・

ス
テ
ー
ト
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
﹂

や
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
送

り
出
し
ま
し
た
が
、
選
抜
さ
れ

て
檜
舞
台
に
立
つ
生
徒
を
見
た

時
は
、
指
導
者
冥
利
に
つ
き
ま

す
﹂
と
目
を
細
め
る
。﹁
そ
れ

ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
指
導

は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
同
士
で
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
地
域
の
奉
仕

活
動
な
ど
演
奏
機
会
を
よ
り
提

供
し
、
音
楽
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
積
ん
で
も
ら
え
れ

ば
、
と
思
い
ま
す
﹂
と
話
す
。

 
今
回
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に

際
し
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー

音
楽
ス
タ
ジ
オ
の
教
室
を
運
営

す

る

会

社
﹁A

R
T

X
U

E
ST

 
N

E
W

 Y
O

R
K

 IN
C

.

﹂
を
設

立
し
た
。
社
名
は
、A

R
T

 

+ 
Q

U
E

ST
 

を
組
合
わ
せ
て
創

作
。﹁
多
く
の
人
々
が
集
ま
る

交
差
点
、
そ
し
て
西
洋
と
東
洋

の
文
化
が
交
わ
る
場
所
と
な
る

と
い
う
意
味
を
込
め
て
﹃
Ｘ
﹄

を
間
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。
音
楽
教
室
と
し
て
の
利
用

の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸

術
を
体
験
で
き
る
ス
タ
ジ
オ
に

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
﹂
と
意

欲
を
み
せ
る
。　
　

　

多
治
比
さ
ん
に
と
っ
て
、

人
生
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

２
０
０
６
年
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
共
演

だ
っ
た
。
そ
の
際
は
、
あ
る
財

団
か
ら
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ

を
半
年
貸
与
さ
れ
、
多
く
の

支
援
を
全
方
向
か
ら
浴
び
た

よ
う
な
経
験
だ
っ
た
と
い
う
。

２
０
１
３
年
に
も
ソ
ロ
リ
サ
イ

タ
ル
、
そ
の
後
も
室
内
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
な
ど
通
算
５
回
も
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
演
奏
を
す
る

名
演
奏
家
だ
が
腰
は
低
い
。

 

﹁
自
分
は
、
日
本
を
代
表
す
る

よ
う
な
超
一
流
の
有
名
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
で
は
な
い
で
す
が
、

だ
か
ら
こ
そ
、
弾
け
な
い
子
供

の
気
持
ち
が
よ
く
分
か
る
。
音

感
を
大
切
に
す
る
あ
ま
り
に
楽

譜
の
読
み
方
が
き
ち
ん
と
分
か

ら
な
い
音
大
生
も
い
る
。
当
た

り
前
に
楽
譜
も
読
め
る
よ
う
に

指
導
し
な
が
ら
、
今
後
は
オ
ン

ラ
イ
ン
な
ど
音
楽
活
動
が
多
様

化
し
て
い
る
中
で
も
、
ラ
イ
ブ

で
し
か
伝
わ
ら
な
い
、
体
験
出

来
な
い
喜
び
、
楽
し
み
を
子
供

た
ち
に
伝
え
た
い
﹂
と
音
楽
教

師
の
表
情
を
見
せ
た
。

　

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

ヴァイオリニスト

ウエストチェスター音楽スタジオ代表

多治比 純子さん

Ｎ
Ｙ
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
指
導
す
る
演
奏
家

　

大
手
化
粧
品
会
社
の
調
べ
に

よ
る
と
、
秋
は
年
間
で
一
番
肌

年
齢
が
低
下
す
る
季
節
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
、

夏
の
間
に
浴
び
た
紫
外
線
の
影

響
が
数
か
月
を
経
て
徐
々
に
表

面
化
し
て
い
く
た
め
。
更
に
気

温
が
低
下
し
て
い
く
と
血
流
も

悪
く
な
り
肌
に
栄
養
が
届
き
に

く
い
環
境
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
推
奨
す
る

秋
の
美
容
治
療
３
点
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。
①
ケ
ミ
カ
ル
ピ

ー
リ
ン
グ
で
肌
の
タ
ー
ン
オ
ー

バ
ー
を
整
え
る
［
シ
ミ
・
く
す

み
の
対
策
］
。
Ａ
Ｈ
Ａ
︵
フ
ル

ー
ツ
酸
︶
や
Ｐ
Ｈ
Ａ
な
ど
が
配

合
さ
れ
た
ピ
ー
リ
ン
グ
で
肌
の

古
い
角
質
を
お
だ
や
か
に
落
と

し
、
新
し
い
肌
の
生
ま
れ
変
わ

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
②
ホ

ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
効
果
の
あ
る
化

粧
品
を
選
ぶ
［
シ
ミ
対
策
］
秋

は
化
粧
品
を
思
い

切
っ
て
変
え
る
の

も
良
い
で
し
ょ

う
。
当
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
、
美
容
皮

膚
科
御
用
達
の
ス

キ
ン
シ
ュ
ー
テ
ィ

カ
ル
ズ
と
い
う
ド

ク
タ
ー
ズ
コ
ス
メ

を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
高
濃
度
の

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
配
合
さ
れ
た
美

容
液
や
、
強
力
な
美
白
成
分
ハ

イ
ド
ロ
キ
ノ
ン
が
入
っ
た
化
粧

品
が
お
勧
め
で
す
。
中
で
も
私

が
お
気
に
入
り
な
の
は
、
レ
チ

ノ
ー
ル
0
・
3
％
と
ハ
イ
ド
ロ

キ
ノ
ン
が
配
合
さ
れ
た
お
助
け

ク
リ
ー
ム
。
高
い
効
果
が
実
感

で
き
る
医
療
レ
ベ
ル
の
ス
キ
ン

ケ
ア
で
す
。
肌
表
面
の
古
い
角

質
が
少
し
づ
つ
剥
け
て
つ
る
つ

る
に
な
り
、
く
す
み
が
無
く
な

り
、
透
明
感
が
一
気
に
出
て
本

当
に
綺
麗
な
お
肌
に
な
り
ま

す
。
③
身
体
の
内
面
か
ら
の
ス

キ
ン
ケ
ア
︵
総
合
的
な
美
白
対

策
︶。
美
容
点
滴
で
美
白
効
果

が
高
い
﹁
グ
ル
タ
チ
オ
ン
﹂
を

直
接
体
内
に
補
給
を
し
ま
し
ょ

う
。
海
外
セ
レ
ブ
の
間
で
も
人

気
が
高
く
、
日
本
で
も
美
白
治

療
と
し
て
大
人
気
の
点
滴
治
療

で
す
。
2
週
間
に
一
度
定
期
的

に
行
う
と
高
い
効
果
が
得
ら
れ

ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
こ
れ

か
ら
肌
に
厳
し
い
季
節
に
向
か

い
ま
す
。
秋
の
肌
リ
セ
ッ
ト
。

夏
の
ト
ラ
ブ
ル
は
早
い
う
ち
に

一
掃
し
ま
し
ょ
う
。

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C

美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon 
& Spa 

オ
ー
ナ
ー
。

日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

秋
は
お
肌
の
曲
が
り
角

http://www.salon-oasis.net
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
tel:2122136069
http://www.ojfd.com
http://www.idocenter.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/


　

も
し
あ
な
た
が
魔
神
か
ら

﹁
３
つ
の
願
い
を
叶
え
て
あ
げ

よ
う
﹂
と
言
わ
れ
た
ら
、
何
を

願
う
だ
ろ
う
か
。﹁
ア
ラ
ジ
ン

と
魔
法
の
ラ
ン
プ
﹂
を
お
も
わ

せ
る
こ
の
物
語
。﹁
マ
ッ
ド
マ

ッ
ク
ス
﹂
シ
リ
ー
ズ
の
監
督
・

脚
本
で
知
ら
れ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・

ミ
ラ
ー
が
描
き
出
す
ロ
マ
ン
あ

ふ
れ
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

　

原
作
は
Ａ
・
Ｓ
・
バ
イ
ア
ッ

ト
著
の
短
編
﹁T

he D
jinn in 

the N
ightingale’

s Eye

﹂。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
は
大
昔
の

エ
ジ
プ
ト
や
中
東
な
ど
を
舞
台

に
し
た
き
ら
び
や
か
な
世
界
が

広
が
る
も
の
の
、
ミ
ラ
ー
監
督

が
映
し
出
す
作
品
で
お
子
様
向

け
お
と
ぎ
話
で
あ
る
は
ず
も
な

く
、
人
間
の
欲
や
憎
し
み
、
愛

や
希
望
な
ど
が
た
っ
ぷ
り
詰
め

込
ま
れ
た
大
人
向
け
幻
想
ス
ト

ー
リ
ー
と
い
っ
た
ほ
う
が
ぴ
っ

た
り
く
る
。

　

ア
リ
シ
ア
は
物
語
や
語
り
の

技
術
、
構
造
な
ど
に
つ
い
て
研

究
す
る
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
を
専

門
と
す
る
学
者
。
若
い
頃
に
結

婚
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が

元
々
自
由
気
ま
ま
な
暮
ら
し
と

好
き
な
研
究
が
優
先
し
、
離
婚

し
て
か
ら
は
ず
っ
と
一
人
。
子

ど
も
も
い
な
い
が
今
の
生
活
に

十
分
満
足
し
て
い
る
。
所
詮
は

全
て
を
手
に
入
れ
て
な
お
か
つ

好
き
な
よ
う
に
生
き
る
こ
と
な

ど
で
き
る
は
ず
も
な
い
、
と
心

で
納
得
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

ア
リ
シ
ア
は
学
会
の
会
議
で

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
を
訪
れ
、
露

店
で
ガ
ラ
ク
タ
に
埋
も
れ
た
水

色
の
ガ
ラ
ス
瓶
に
目
を
奪
わ
れ

即
購
入
。
ホ
テ
ル
で
瓶
を
洗
っ

て
い
る
と
、
突
然
蓋
が
取
れ
て

煙
と
共
に
大
男
が
現
れ
た
。

　

ジ
ン
と
名
乗
る
男
は
ア
リ
シ

ア
に
﹁
君
が
望
む
３
つ
の
願
い

を
叶
え
て
あ
げ
れ
ば
、
僕
は
自

由
の
身
に
な
れ
る
﹂
と
言
う
。

物
欲
も
名
誉
欲
も
な
く
居
心
地

の
良
い
今
の
生
活
に
満
足
し
て

い
る
ア
リ
シ
ア
に
は
あ
ま
り
ピ

ン
と
来
な
い
オ
フ
ァ
ー
だ
。
し

か
し
ジ
ン
が
ソ
ロ
モ
ン
王
と
シ

バ
の
女
王
の
時
代
に
初
め
て
真

鍮
の
壺
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
約

３
０
０
０
年
の
間
に
何
度
か
解

放
さ
れ
閉
じ
込
め
ら
れ
た
身
の

上
を
話
す
う
ち
に
ア
リ
シ
ア
は

一
つ
一
つ
の
め
く
る
め
く
物
語

に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
。
と
同

時
に
自
由
を
求
め
て
生
き
続
け

よ
う
と
す
る
ジ
ン
の
悲
痛
な
叫

び
を
聞
い
た
よ
う
な
気
が
し

た
。　

　

さ
て
ア
リ
シ
ア
は
叶
え
て
ほ

し
い
願
い
を
見
つ
け
、
ジ
ン
は

自
由
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出

来
る
だ
ろ
う
か
。
演
技
力
で
は

定
評
の
あ
る
テ
ィ
ル
ダ
・
ス
ウ

ィ
ン
ト
ン
、
イ
ド
リ
ス
・
エ
ル

バ
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
も
申
し

分
な
し
。
１
時
間
48
分
。
Ｒ
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵
明
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動
画
予
告
編

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ガ
ラ
ス
瓶
に
込
め
ら
れ
た
夢

 ■上映館■
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890 Broadway 

AMC Lincoln Square13
1998 Broadway 

アリシアは露店でガラスのびんを見つける

　

元
歌
手
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

活
動
し
て
い
る
シ
ェ
リ
ー
め
ぐ

み
さ
ん
が
、
17
日
午
後
、
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
音
楽
ス
タ
ジ

オ
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
40
年

ぶ
り
に
歌
声
を
披
露
し
た
。

　

日
本
人
女
性
た
ち
が
大
勢
詰

め
掛
け
る
な
か
、
最
初
に
歌
っ

た
の
は
オ
フ
コ
ー
ス
の
﹁
眠
れ

ぬ
夜
﹂。
実
は
、
め
ぐ
み
さ
ん

が
バ
ッ
ク
コ
ー
ラ
ス
を
し
て
い

た
西
城
秀
樹
が
よ
く
歌
っ
て

い
た
曲
。
そ
し
て
荒
井
由
美

の
﹁
ル
ー
ジ
ュ
の
伝
言
﹂
と
続

い
た
﹁
昭
和
ポ
ッ
プ
ス
﹂
の
次

は
１
９
７
２
年
に
録
音
さ
れ

た
チ
ッ
ク
・
コ
リ
ア
の
ジ
ャ

ズ
の
名
盤
﹁
リ
タ
ー
ン
・
ト

ゥ
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
﹂
に
収
録

さ
れ
て
い
る
フ
ロ
ー
ラ
・
プ
リ

ム

の
﹁W

hat G
am

e Shall 

W
e Play T

oday

﹂。
学
生
時

代
に
大
好
き
で
歌
っ
て
い
た
曲

を
優
し
い
ハ
ス
キ
ー
な
声
で
歌

い
上
げ
会
場
を
魅
了
し
た
。

　

友
人
の
宮
嶋
み
ぎ
わ
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
演
奏
と
、
当
日
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
、
歌
手
の
Ａ
Ｋ

こ
と
柿
原
朱
美
さ
ん
が
作
曲
し

て
今
井
美
樹
が
歌
っ
た
﹁
空
に

近
い
週
末
﹂
を
デ
ュ
エ
ッ
ト
で

聴
か
せ
た
。
こ
の
日
１
時
間
半

の
ス
テ
ー
ジ
で
、
ビ
ー
ト
ル
ズ

の
﹁
レ
ッ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ビ
ー
﹂

な
ど
７
曲
を
歌
っ
た
。

　

司
会
は
学
年
は
違
う
が
高

校
、
早
稲
田
大
学
と
同
窓
の
黒

部
エ
リ
さ
ん
が
軽
妙
な
ト
ー
ク

で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
め
ぐ

み
さ
ん
は
、
学
生
時
代
か
ら
歌

手
活
動
を
し
て
い
た
が
、
卒
業

前
に
歌
手
か
ら
転
向
し
て
ラ
ジ

オ
番
組
の
構
成
作
家
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
、
佐
野
元
春
、
ハ
イ
フ

ァ
イ
セ
ッ
ト
な
ど
多
く
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
番
組
を
手
が
け

た
。
１
９
９
１
年
に
来
米
後
は

音
楽
情
報
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
日
本
に
伝
え
る
仕
事

に
32
年
間
従
事
し
、
歌
う
こ
と

は
一
切
な
か
っ
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
後
﹁
封
印
し
た

過
去
と
現
在
が
繋
が
っ
た
だ
け

で
な
く
、
仲
良
し
の
お
友
達
が

集
ま
っ
て
一
緒
に
笑
っ
た
り
泣

い
た
り
し
て
く
れ
て
、
私
の
人

生
は
本
当
に
豊
か
で
幸
せ
な
も

の
だ
と
実
感
で
き
て
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
﹂
と
話
し
て

い
た
。
歌
手
と
し
て
心
の
鐘
が

鳴
り
響
い
た
夜
だ
っ
た
。︵
三
︶

シ
ェ
リ
ー
め
ぐ
み
熱
唱

40
年
ぶ
り
に
歌
い
ま
し
た

 

動
画
ニ
ュ
ー
ス

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ス

テ
ー
ジ
の
一
部
を
視
聴
で
き
ま
す
。

https://japanperformingarts.org/
https://japanesefolkdance.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.youtube.com/watch?v=TWGvntl9itE
https://youtu.be/ihZ5GJyCMLo



